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ム
の
「
子
供
の
家
」
の
活
動
が
こ

れ
に
あ
た
る
。

第
三
の
柱
は
ウ
オ
ッ
チ
＆
ア
ク

シ
ョ
ン
で
あ
る
。
国
際
社
会
は
目

ま
ぐ
る
し
く
動
き
、
そ
れ
に
伴
っ

て
発
生
す
る
矛
盾
は
、
地
域
の

「
ふ
つ
う
」
の
人
々
を
苦
し
め
る
。

こ
れ
ら
矛
盾
の
構
造
を
底
辺
の

人
々
の
視
点
で
監
視
し
、
日
本
に

伝
え
、
必
要
な
行
動
を
柔
軟
に
行

い
た
い
。
パ
レ
ス
チ
ナ
と
北
朝
鮮

で
の
活
動
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

第
四
の
柱
は
国
内
活
動
で
あ

る
。
海
外
の
現
場
で
起
こ
っ
て
い

る
こ
と
、
日
本
の
地
域
で
起
こ
っ

て
い
る
こ
と
を
別
個
で
は
な
い
共

通
の
問
題
と
と
ら
え
、
分
析
し
て

日
本
の
人
々
に
伝
え
、
海
外
と
つ

な
い
で
い
く
こ
と
に
よ
り
い
っ
そ

う
力
を
入
れ
る
。
機
関
紙
の
編
集

に
も
こ
の
視
点
を
打
ち
出
す
。

組
織
面
で
の
第
一
の
柱
は
、
社

会
的
な
信
用
を
高
め
る
こ
と
で
あ

る
。
今
年
度
中
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
に
基

づ
い
て
法
人
格
を
取
得
し
、
会
計

も
、
よ
り
透
明
性
の
高
い
も
の
に

改
定
し
て
い
く
。

第
二
の
柱
は
財
政
の
安
定
で
あ

る
。
法
人
格
の
取
得
を
契
機
に
新

た
な
支
援
者
の
拡
大
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
。
ま
た
秋
に
は
一
九
九

九
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
の
テ
ー
マ
で

あ
る
ア
フ
リ
カ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
計
画
し
て
い
る
。

第
三
の
柱
は
、
人
材
育
成
で
あ

る
。
こ
の
課
題
に
は
タ
イ
Ｎ
Ｇ
Ｏ

研
修
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
ス
タ
ッ
フ

研
修
基
金
の
積
極
的
な
活
用
に

よ
っ
て
応
え
て
い
く
。

ぷ画

灘
露

露

一
九
九
七
年
、
政
変
の
あ
っ
た

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
Ｊ
Ｖ
Ｃ
活
動
地
を

再
訪
し
た
と
き
に
、
知
り
合
い
の

子
ど
も
が
、
「
授
業
中
に
間
近
で

砲
声
や
銃
声
が
聞
こ
え
、
先
生
も

生
徒
も
小
学
校
を
飛
び
出
し
て
逃

げ
帰
っ
た
」
様
子
を
、
興
奮
し
な

が
ら
話
し
て
く
れ
た
。
年
少
者
に

と
っ
て
も
心
の
傷
と
し
て
残
る
よ

う
な
辛
い
体
験
で
あ
っ
た
よ
う

だ
。

こ
の
よ
う
な
形
の
政
治
紛
争
の

な
い
国
々
で
も
、
私
た
ち
「
北
Ⅱ

先
進
工
業
国
」
の
必
要
や
欲
望
を

満
た
す
た
め
に
、
あ
る
い
は
企
業

や
軍
部
が
目
先
の
利
益
の
た
め

に
、
森
林
資
源
を
乱
伐
し
、
農
民

は
生
活
の
場
を
失
っ
て
い
る
。
こ

れ
も
別
の
形
の
「
戦
争
」
な
の
か

も
知
れ
な
い
・

戦
後
五
○
余
年
、
「
食
料
は
貿

易
黒
字
で
買
え
ば
よ
い
」
と
い

う
、
一
貫
し
た
重
化
学
工
業
化
政

策
で
、
日
本
の
農
村
と
農
業
の
解

体
は
限
界
ま
で
進
ん
だ
。
し
か

し
、
身
の
回
り
で
は
最
近
、
専
業
．

兼
業
を
ふ
く
め
、
有
機
的
な
方
法

で
の
農
業
を
志
す
人
々
が
増
え
て

い
る
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
は
車

も
テ
レ
ビ
も
食
べ
ら
れ
な
い
と
い

う
、
食
料
自
給
率
の
異
常
な
低
さ

へ
の
当
然
の
不
安
や
、
行
き
過
ぎ

た
工
業
的
・
効
率
的
社
会
が
自
然

環
境
を
刷
り
、
汚
し
続
け
る
こ
と

へ
の
畏
れ
も
背
景
に
あ
ろ
う
。

一
九
九
七
年
は
ま
た
、
内
外
、

特
に
「
経
済
発
展
の
モ
デ
ル
」
と

し
て
賞
賛
さ
れ
て
き
た
ア
ジ
ア
が

揺
れ
動
き
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
タ

イ
、
韓
国
な
ど
が
「
破
産
」
を
宣

兼来を罵据えて
代表熊岡路矢

告
さ
れ
た
年
で
あ
っ
た
。
こ
の
危

機
を
従
来
の
対
処
法
で
あ
る
、
公

共
事
業
の
拡
大
や
公
的
資
金
の
た

れ
流
し
政
策
で
乗
り
越
え
ら
れ
る

の
だ
ろ
う
か
？
成
長
率
、
Ｇ
Ｎ

Ｐ
や
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生
産
）
な

ど
の
「
数
字
の
魔
術
」
に
幻
惑
さ

れ
る
こ
と
な
く
、
個
人
と
し
て
も

社
会
と
し
て
も
、
食
べ
る
こ
と
を

ふ
く
め
、
生
き
て
い
く
こ
と
を
と

ら
え
直
す
こ
と
な
し
に
は
、
再
生

へ
の
見
通
し
は
あ
り
得
な
い
。

世
界
資
本
主
義
か
ら
見
れ
ば
、

食
料
も
商
品
の
一
つ
で
あ
る
。
私

た
ち
の
命
や
健
康
を
支
え
、
工
業

製
品
と
異
な
っ
て
長
期
保
存
の
難

し
い
食
べ
物
に
つ
い
て
も
、
流
通

の
よ
り
有
利
で
効
率
的
な
仕
組
み

を
つ
く
る
た
め
に
、
国
や
自
治
体

に
対
し
て
規
制
撤
廃
や
保
護
撤
廃

の
圧
力
が
か
け
ら
れ
て
い
る
。
食

料
と
こ
れ
を
生
産
す
る
農
業
を
成

り
立
た
せ
る
環
境
に
関
し
て
、
地

域
の
人
々
の
権
利
を
守
る
立
場
に

た
っ
た
保
護
や
規
制
が
あ
る
べ
き

だ
し
、
果
て
し
な
い
欲
望
を
前
提

と
す
る
資
本
の
論
理
で
は
な
い
、

地
域
の
論
理
が
尊
重
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
。

巨
大
企
業
の
越
境
に
対
抗
す
る

生
産
者
と
生
活
者
の
相
互
扶
助
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
立
に
、
次
の

世
紀
へ
の
希
望
を
つ
く
る
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
地
域
か
ら
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

海
外
の
問
題
と
日
本
の
問
題
を

重
ね
合
わ
せ
て
考
え
る
時
代
の
な

か
で
、
自
ら
が
具
体
的
に
食
と
農

に
近
づ
く
と
き
が
き
て
い
る
の
だ

と
思
う
。

拶”喰

所鍵
瀞篭

蕊蕊

ＷＣのめざすもの
事務局長谷山博史

１２彦室み一

私
た
ち
は
な
に
を
め
ざ
し
て
活

動
し
て
い
る
の
か
。
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
活

動
を
、
意
味
と
目
的
と
い
う
視
点

か
ら
整
理
し
て
、
述
べ
て
み
た

い
。

一
九
九
八
年
度
の
計
画
は
、
活

動
面
で
の
四
つ
の
柱
と
、
活
動
を

支
え
る
組
織
面
で
の
三
つ
の
柱
に

集
約
し
て
説
明
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

活
動
の
柱
の
第
一
は
、
地
域
資

源
の
地
域
利
用
と
、
地
域
の
伝
統

的
な
知
恵
に
も
と
づ
い
た
地
域
循

環
型
社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
こ
と

で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
め

ば
進
む
ほ
ど
、
地
域
独
自
の
環

境
、
文
化
、
人
々
の
助
け
合
い
や

共
同
の
試
み
は
重
要
性
を
増
し
て

く
る
。
な
ぜ
な
ら
、
経
済
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
は
世
界
の
隅
々
に
ま

で
経
済
的
強
者
に
有
利
な
競
争
を

蔓
延
さ
せ
、
そ
の
こ
と
が
価
値
観

の
画
一
化
を
押
し
進
め
、
環
境
破

壊
や
貧
富
の
格
差
の
拡
大
を
招
来

す
る
か
ら
で
あ
る
。

Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
固
有
の
環
境
と
文
化

に
根
ざ
し
た
人
々
の
自
立
の
試
み

を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら

地
域
で
の
試
み
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

す
る
こ
と
に
も
力
を
注
ぐ
。
具
体

的
に
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
国
に
お

い
て
地
域
に
適
し
た
持
続
的
農
業

の
普
及
を
進
め
る
と
同
時
に
、
地

域
自
助
の
共
同
組
織
の
立
ち
上
げ

や
強
化
を
側
面
支
援
す
る
。

活
動
の
柱
の
第
二
は
地
域
の
自

助
・
自
立
に
役
立
つ
人
材
育
成
の

推
進
で
あ
る
。
南
ア
フ
リ
カ
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
職
業
訓
練
や
ベ
ト
ナ

属

国
‐ と食
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夕
可
能
性
は
農
村
に

１ｇｇﾌｰ1ｇｇ８
i響＞’好瑠、。、．：F･期

b課“邸棒町

郵晶湛汁､串､粥
閤･為,爵§:志,.,．､』'.;
翫瀞墨輪叫翻；封､，

◎
自
然
農
業
の
普
及
状
況
調
査

◎
住
民
組
織
の
支
援

一
九
九
六
年
度
か
ら
、
活
動
現
場

の
農
村
や
ス
ラ
ム
に
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
ス

タ
ッ
フ
が
常
駐
し
な
い
体
制
を
敷
い

た
。
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
九
七
年

度
は
住
民
組
織
の
運
営
状
況
を
把
握

し
て
、
適
切
な
助
言
・
支
援
が
で
き

る
こ
と
を
め
ざ
し
た
。

チ
ャ
イ
ヤ
プ
ー
ム
、
ピ
サ
ヌ
ロ
ー

ク
、
ク
ロ
ン
ト
イ
な
ど
に
お
い
て
、
と

も
に
活
動
に
か
か
わ
っ
て
き
た
人
々

が
集
ま
っ
て
、
組
識
を
作
っ
た
こ
と

の
意
味
を
問
い
直
す
な
ど
、
住
民
組

織
の
自
主
運
営
の
強
化
に
努
め
た
。

５Trial＆Errorl998/9-10(No.183）

一
九
九
七
年
度
活
動
報
告

九
八
年
度
の
活
動
は
住
民
組
織
支
援
、
ノ
ン
ジ
ョ
ク
自
然
農
業
セ
ン
タ
ー
に
加
え
、

海
外
協
力
活
動
を
目
指
す
日
本
の
有
志
た
め
に
、
タ
イ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
農
村
開
発
な
ど

を
学
ぶ
機
会
を
提
供
す
る
、
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
始
す
る
。

’
九
九
七
年
、
｜
気
に
広
が
っ
た
経
済
危
機
の
な
か
、
真
っ
先
に
打
撃
を
受
け
た

の
は
、
都
市
の
低
所
得
者
居
で
あ
っ
た
。
彼
ら
を
失
業
が
雲
い
、
失
業
者
の
多
く
は

農
村
に
帰
っ
て
い
っ
た
。

農
村
の
も
つ
社
会
安
定
機
能
を
見
直
し
た
タ
イ
政
府
は
、
農
村
開
発
に
力
を
入
れ

る
こ
と
を
明
言
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
方
向
は
依
然
と
し
て
、
輸
出
作
物
生
産
拡
大

に
よ
る
外
貨
の
獲
得
と
経
済
発
展
で
、
深
刻
化
し
て
い
る
環
境
破
壊
、
貧
富
の
格
差

な
ど
の
問
題
は
省
み
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
な
か
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
活
動
方
法
に
も

変
革
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

◎
タ
イ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
の
日
本
人
研
修

特
に
海
外
で
活
動
す
る
日
本
の
Ｎ

Ｇ
Ｏ
の
間
で
は
、
日
本
国
内
外
に
お

い
て
即
戦
力
と
な
る
人
材
を
育
て
る

こ
と
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
研
修
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

「
南
」
の
国
々
に
お
け
る
人
々
の
開
発

活
動
や
自
然
環
境
の
保
全
活
動
に
興

味
が
あ
り
、
将
来
、
海
外
あ
る
い
は

日
本
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
活
動
に

関
わ
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
々

に
、
「
タ
イ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
研
修
」
の
機
会

を
提
供
す
る
。
九
八
年
九
月
か
ら
第

一
期
生
を
受
け
入
れ
、
以
後
年
五
人

程
度
の
受
け
入
れ
を
予
定
し
て
い

る
。 ◎

自
然
農
業
セ
ン
タ
ー

九
七
年
度
、
タ
イ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ

る
弓
函
シ
［
国
○
国
の
詞
両
両
ｚ
ｚ
両
目
》

国
睡
三
両
シ
【
な
ど
と
協
力
し
て
立
ち

上
げ
た
自
然
農
業
セ
ン
タ
ー
の
目
的

は
、
以
下
の
三
つ
で
あ
る
。

一
、
モ
デ
ル
農
場
を
作
り
、
小
規
模

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
通
し
て
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の

ス
タ
ッ
フ
や
農
民
た
ち
に
自
然
農
業

を
学
ぶ
機
会
を
提
供
す
る
。

二
、
自
然
・
有
機
農
産
物
の
生
産
と

販
売
が
経
済
的
に
成
り
立
つ
農
場
経

営
を
確
立
す
る

三
、
自
然
農
業
に
関
心
が
あ
る
バ
ン

コ
ク
な
ど
都
市
在
住
の
人
た
ち
に
農

業
の
場
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
機
会
を

提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
然
農
業

へ
の
関
心
を
高
め
る
。

こ
の
一
年
は
、
農
場
の
デ
ザ
イ
ン
、

土
づ
く
り
な
ど
の
基
本
整
備
に
比
重

を
置
い
て
基
礎
固
め
を
す
る
。

◎
住
民
組
織
の
支
援

そ
れ
ぞ
れ
の
農
民
組
織
・
住
民
組

織
を
、
月
一
回
程
度
、
と
き
に
は
』

イ

今
後
の
普
及
に
役
立
て
る
た
め
、

自
然
農
業
に
転
換
し
た
農
民
の
状
況

調
査
を
、
チ
ャ
イ
ャ
プ
ー
ム
と
ピ
サ

ヌ
ロ
ー
ク
に
お
い
て
行
な
っ
た
。
そ

の
結
果
、
自
然
農
業
の
定
着
に
は
「
適

正
な
技
術
」
と
「
地
域
市
場
の
開
拓
」

に
加
え
、
農
民
が
自
ら
の
「
生
き
方

を
問
う
」
、
つ
ま
り
自
然
と
の
関
係
や

自
給
自
足
な
ど
に
つ
い
て
農
民
が
信

念
を
持
つ
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
信

念
を
持
っ
た
農
民
に
は
自
然
農
業
が

定
着
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

今
後
の
普
及
活
動
に
お
け
る
課
題
が

見
え
て
き
た
。

◎
自
然
農
業
セ
ン
タ
ー
の
設
立

新
し
い
活
動
と
し
て
、
九
八
年
二

月
か
ら
バ
ン
コ
ク
近
郊
の
農
村
ノ
ン

Ｖ
Ｃ
の
外
部
者
も
交
え
て
訪
問
し
、

会
議
を
持
つ
。
こ
の
定
期
訪
問
は
、
話

し
合
い
を
通
し
、
住
民
自
身
が
直
面

す
る
問
題
を
解
決
し
た
り
、
よ
り
よ

い
組
識
運
営
の
ア
イ
デ
ア
を
得
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
農

民
組
織
へ
の
直
接
的
な
資
金
投
入
は

し
な
い
こ
と
を
基
本
と
す
る
。

今
後
の
長
期
的
な
支
援
体
制
は
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
地
周
辺
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な

ど
と
連
携
を
取
り
合
う
な
か
で
つ
く

り
あ
げ
る
。

地
域
活
動
の
活
発
化
に
関
し
て
、

と
く
に
ク
ロ
ン
ト
イ
ス
ラ
ム
の
図
書

館
運
営
委
員
会
に
進
展
が
見
ら
れ

た
。

ジ
ョ
ッ
ク
に
、
自
然
農
業
セ
ン
タ
ー

を
開
い
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
今
後
の
活
動
体
制
に
つ
い

て
、
協
力
関
係
に
あ
る
タ
イ
Ｎ
Ｇ
Ｏ

な
ど
と
話
し
合
う
中
で
生
ま
れ
た
も

の
で
あ
る
。

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
耕
地
に
生
物

多
様
性
を
保
つ
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て

生
産
性
と
安
定
性
を
保
証
す
る
、
自

然
農
業
技
術
の
研
究
と
地
元
へ
の
普

及
活
動
を
行
っ
て
い
く
。

一
九
九
八
年
度
活
動
計
画

１９９８年２月に始めた、ノンジョック自然農業センターにおける苗作り



長
い
戦
乱
と
ポ
ル
ポ
ト
時
代
の
悪
夢
に
よ
っ
て
荒
廃
し
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
、
一

九
九
三
年
の
総
選
挙
を
経
て
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
た
。
し
か
し
、
九
七
年
七
月

初
め
に
首
都
プ
ノ
ン
ペ
ン
で
起
き
た
武
力
衝
突
に
よ
っ
て
、
再
び
不
安
定
さ
が
増

し
た
。
一
部
の
国
か
ら
の
援
助
が
停
止
し
、
経
済
活
動
が
停
滞
す
る
な
か
で
、
人
々

の
暮
ら
し
向
き
は
困
難
に
な
っ
て
い
る
。

我
、
．
．
《
畠
⑪
奄
争
霜
、
『
狗
噛
麹
一
》

碁
串
苧
具
俣
９
脚
丘
神
私
Ｕ

鐸
ご
時
『
…
則
唖
、
》
‐
、
群

．
《
繰
》
縄
鎚
湧
》
蝿
４
鍛
竿
喝
聡
．
》
蝉
、
津
唾

蕊
》
灘
鶏

雷
雰
騨
》
鋳
鐸
．
銀
・
謹
韓
鍔
穂
・
幹
・

鋸
畔
が
転
鱗

俣
掘
堀

勾
雄
酔
、
釦
‐
唖
『
、
錨
・
出
癖
錨
・
需
鍔
噌
器
》
》
、
諦
恥

識
語
口
串
干
哨
説
勺
品
憩
砧
ｆ
串
哨
Ｈ
ｆ
出
Ｌ
ｑ

Ｊ
〈
罰
リ
』
）
Ｊ
、
‐
‐
．
汗
営
む
埋
惑
・
…

叫
．
擁
諦
守
認
・
鵠
魂
韓
…
歩
“

》
辱
》
‐
出
蓉
汗
や
輿
』
“
》
繰
侭
‐
鼎
‐
斗
憾
恥
跨
‐
鍔
誇

守
心
強
●
や
酔
眼
ｑ
土
、
弧
Ｌ
汗
Ｌ
串

、
螺
蜘
．
唖
‐
蛸
像
韻
、
‐
』
』
鐸
職
ｆ
浄
晶

癖
填
』
鯉
』
郡
や
串
串

砦
ｆ
‐
‐
（
‐
・
龍
唾
談
『
も
．
‘
働
墨
・
晶
凸

．
》
．
蝋
誰
錯
ｉ
・
・
・
《
・
鯉
・
や
》
》

Ｊ
ｊ
も
璃
唖
閏
（
沌
屯
》
Ｊ
⑪
哩
罫
口

諦
辞
醍
《
醗
薄
個
鯉
，
・
・
錨
・

歩
寺
品
竃
嘆
‐
』
》
Ｊ
飛
騨
》
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群
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祇
耗
泌
恥
鋳
諏
舞
鶴
．
”
・
霊
・
却
峠
醒

議
録
竿
蜂
識

酔
鞘
浄
職
鋳
鋤
奄
‐
計
…
謡
。
４
（
・
〆
・
釦

，
、
．
…
・
鴨
溌
Ｆ
蜘
堪

懐
‐
其
『
…
．
働
翼
曙
曲
ｆ
Ａ
，
鞍
叫
，
蔚
翻
‐

員
貼
，
‐
緋
“
趣
口
料
や
□
“
・
針
串
斡

叩
坤
酔
堰
貼
に
凹
型
》
認
》
癖
串
蛭
“
弾
二
搬
貼
出
典
￥
却

蝉
・
嘩
・
齢
《
、
箕
‐
群
》
餌
鍛
；
酔

紬
澱
拭
、
唖
韓
．
芋
泌
●
継
謬
、
鼻
声

：
、
蛸
抽
錨
蝋
色

懇
灘
“
γ
殿
寺
唖
ぞ
．
法
叩
‐
・
‐
》
・
謬
鳴
浄

両
（
ザ
品
に
蜂
『
釦
晶
蝉
ヅ
》
ぱ
誼
串
恥

輪
軸
殿
５

串
Ｙ
口
具
亜
）
‐
・
貼
僻
韻
睡

弾
さ
．
唾
蝿
。
蕊
隷
錘

酔
（
Ｊ
齢
譜
…
剥
押
己
・
蕊
騨
…

》
釦
窮
溌
輔
》
鍵
，
．
斡
鋸
鰯
鐸
詐
嫡
魂

、
其
“
露
も
⑪
、
態
‐
識
・
蝉
“
予
幾
‐
誰
‐
典
毎

畳
ｆ
》
雪
試
唱
野
廿
錨
細
働
、

恥
．
、
鴬
●
輔
。
、
渉
馳
浦
．

、
’
識
盈
…
．
Ｈ
圏
唖
（
》
》
、
鐸
蝉
裂
・
秤
嘩
、
盤

弔
と
唖
と
‐
‐
貿
侭
汗
（
‐
Ｌ
耗
串

：
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酔
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◎
技
術
学
校

プ
ノ
ン
ペ
ン
校
は
こ
れ
ま
で
、
自

立
に
向
け
て
順
調
な
経
営
を
行
っ
て

き
た
が
、
七
月
の
事
件
以
降
、
付
属

の
自
動
車
修
理
工
場
へ
の
入
庫
数
が

激
減
し
て
独
立
採
算
が
危
ぶ
ま
れ
た
。

し
か
し
、
九
八
年
に
入
っ
て
徐
々
に

持
ち
直
し
て
き
て
い
る
。

創
設
以
来
初
め
て
、
女
性
が
二
名

入
学
し
た
の
は
、
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス

で
あ
っ
た
。

シ
ア
ヌ
ー
ク
ビ
ル
校
は
、
技
術
及

び
経
営
経
験
が
ま
だ
浅
く
、
自
立
に

は
時
間
が
か
か
り
そ
う
で
あ
る
。
加

え
て
、
港
町
と
い
う
立
地
上
、
経
済

停
滞
の
影
響
も
も
ろ
に
受
け
て
い
る
。
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カ
ン
ボ
ジ
ア

開
発
は
自
分
た
ち
の
手
で

一
九
九
七
年
度
活
動
報
告

◎
Ｔ
Ｒ
Ｃ

講
師
養
成
の
た
め
の
資
料
誉
情
報
セ
ン
タ
ー

『
『
里
．
①
「
の
刀
の
⑳
Ｏ
こ
「
○
の
０
ｍ
．
庁
①
「

規
約
を
作
り
、
執
行
委
員
会
を
発

足
さ
せ
、
独
立
運
営
が
で
き
る
よ
う

に
組
織
を
強
化
す
る
。

こ
れ
ま
で
無
料
で
行
な
っ
て
い
た

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
参
加
費
を
徴
収
し
、
参
加
者
の
意

識
を
高
め
る
と
同
時
に
、
資
金
源
に

も
す
る
。
ま
た
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
語
の

文
献
や
資
料
、
教
材
を
増
や
す
こ
と

に
も
努
力
す
る
。

そ
の
よ
う
な
状
況
下
の
九
八
年
度
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
活
動
に
参
加
し
て
い
る
人
々
の

能
力
向
上
と
と
も
に
、
自
主
運
営
へ
の
さ
ら
な
る
取
り
組
み
を
目
標
と
し
て
い
る
。

村
の
開
発
委
員
会
や
技
術
学
校
の
運
営
委
員
会
が
話
し
合
い
を
通
じ
て
問
題
を

解
決
し
、
計
画
を
立
て
て
採
算
の
と
れ
る
運
営
を
す
る
な
ど
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の

人
々
が
中
心
と
な
っ
て
活
動
を
担
う
こ
と
を
め
ざ
し
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
よ
り
裏
方
的
な

役
割
を
担
っ
て
い
き
た
い
。

井戸水を使ったあとの排水を利用する菜園を作った
り､貯水池を掘るなど､みんなの工夫が広がり始めた。

四
五
名
定
員
に
一
六
五
人
の
応
募
の
あ
っ
た
プ

ノ
ン
ペ
ン
技
術
学
校
。
今
年
は
初
め
て
女
性
が

入
学
し
た
。

懸
念
さ
れ
た
就
職
率
は
、
両
校
と

も
教
育
水
準
が
高
い
の
で
信
頼
さ
れ

て
お
り
、
比
較
的
落
ち
込
み
が
少
な

か
っ
た
。

◎
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｄ

持
続
的
農
業
と
農
村
開
発

の
匡
、
訂
一
コ
、
ロ
｜
の
ア
皿
『
ざ
仁
一
冨
「
の
陣
刀
匡
『
①
一

口
①
く
里
Ｏ
ロ
ヨ
の
弓

農
村
開
発
活
動
は
、
井
一
戸
掘
り
、
米

銀
行
、
牛
銀
行
、
雨
水
保
存
用
水
が

め
の
普
及
な
ど
、
対
象
村
内
で
の
多

角
化
を
は
か
っ
た
。
ま
た
、
従
来
か

ら
行
っ
て
い
る
夜
間
の
識
字
教
室
に

加
え
て
、
タ
ブ
ラ
ッ
プ
小
学
校
な
ど

で
環
境
教
育
授
業
へ
の
協
力
も
は
じ

め
た
。
土
壌
改
良
の
た
め
の
堆
肥
作

り
や
栄
養
改
善
を
目
的
と
し
た
家
庭

菜
園
作
り
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
継
続

し
て
い
る
。

「
資
料
セ
ン
タ
ー
（
Ｔ
Ｒ
Ｃ
）
」
で

は
、
資
料
室
機
能
の
充
実
と
平
行
し

て
、
持
続
的
農
業
に
関
す
る
指
導
者

を
養
成
す
る
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
研
修
旅
行
な

ど
を
開
催
し
た
。

◎
第
四
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

一
九
九
七
年
度
は
、
食
費
や
医
薬

品
の
補
助
、
収
入
向
上
へ
の
支
援
、
ス

タ
ッ
フ
研
修
な
ど
を
行
っ
た
。

九
二
年
か
ら
続
け
て
き
た
セ
ン

タ
ー
へ
の
支
援
は
、
九
八
年
三
月
末

で
終
了
し
た
。
こ
れ
に
先
立
っ
て
、
関

係
者
間
で
六
年
間
の
活
動
評
価
会
議

を
も
っ
た
。
こ
の
中
で
、
当
初
の
目

的
で
あ
っ
た
セ
ン
タ
ー
居
住
者
の
生

活
改
善
に
成
果
が
見
ら
れ
、
セ
ン

タ
ー
の
職
員
の
サ
ー
ビ
ス
能
力
に
も

一
定
の
向
上
が
見
ら
れ
た
こ
と
な
ど

が
認
め
ら
れ
た
。

◎
技
術
学
校

プ
ノ
ン
ペ
ン
校
は
付
属
の
修
理
工

場
の
経
営
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
独
立
採
算

を
達
成
し
つ
つ
あ
る
。
そ
の
た
め
、
今

年
度
は
Ｊ
Ｖ
Ｃ
か
ら
の
資
金
投
入
は

ほ
と
ん
ど
必
要
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
シ
ア
ヌ
ー
ク
ビ
ル
校
に
つ
い

て
は
、
ま
だ
施
設
も
不
十
分
で
あ
り
、

技
術
レ
ベ
ル
も
相
対
的
に
高
く
な
い

の
で
、
機
材
・
教
材
の
補
充
と
教
師
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
必
要
で
あ
る
。

◎
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｄ

持
続
的
農
業
と
農
村
開
発

九
八
年
度
の
第
一
の
重
点
目
標
は
、

村
人
の
組
織
化
と
そ
の
強
化
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
は
ば
ら
ば
ら
に
行
な
っ
て

い
た
井
戸
掘
り
、
米
銀
行
な
ど
の
グ

一
九
九
八
年
度
活
動
計
画

ル
ー
プ
活
動
を
、
「
農
村
開
発
委
員

会
」
に
統
合
す
る
。
農
村
開
発
委
員

会
は
、
村
の
問
題
に
優
先
順
位
を
つ

け
、
解
決
に
向
け
て
話
し
合
い
、
取

り
組
ん
で
い
く
。

第
二
は
農
作
物
の
生
産
性
向
上

で
、
堆
肥
や
緑
肥
を
使
っ
て
収
量
を

上
げ
る
農
業
を
普
及
す
る
。



利
用
す
る
能
力
を
高
め
な
が
ら
、
生

畑
、
水
と
い
つ

す
る
た
め
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
他
県
へ
の
ス

タ
デ
ィ
ー
ッ
ア
ー
な
ど
を

行
な
う
。

ち
村
の
共
有
地
を
利
用
し

註
て
、
自
然
農
業
の
モ
デ
ル

峠
農
場
と
な
る
共
同
農
場
を

元
つ
く
る
こ
と
も
計
画
し
て

ム
い
る
。
村
人
が
共
同
耕
作

力
し
て
生
産
し
た
農
産
物
を

毎
売
っ
た
お
金
を
蓄
え
、
村

乱
の
基
金
と
し
て
相
互
扶
助

一
一
一
一
口と

シ
ス
テ
ム
を
つ
く
っ
て
い

ぬ
く
こ
と
も
検
討
し
て
い
る
。

タス叩
◎
森
林
保
護
と
複
合
農
業

画
九
八
年
度
は
、
村
人
の

い
有
機
複
合
農
業
へ
の
理
解

つ
を
一
層
深
め
、
実
践
に
移

識
し
て
い
く
た
め
に
、
ス
タ

の
デ
ィ
ッ
ア
ー
や
ト
レ
ー
ニ

鐸
ン
グ
を
実
施
す
る
。

癖
ま
た
、
村
の
共
有
林
を

鋤
確
立
す
る
た
め
の
森
林
区

管
分
活
動
を
継
続
し
な
が
ら
、

麺
政
府
が
進
め
て
い
る
、
荒

の
廃
し
た
森
林
地
域
の
農
民

推
へ
の
土
地
分
与
（
事
実
上
の

区
土
地
私
有
化
策
）
の
実
態
を
、

蔀
土
地
な
し
農
民
や
土
地
の

足
り
な
い
人
に
も
公
平
に

分
与
さ
れ
る
か
ど
う
か
監

視
し
て
い
く
。

現
在
作
成
中
の
「
開
発

と
女
性
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」

を
完
成
さ
せ
、
女
性
が
男
性
と
対
等

な
担
い
手
と
し
て
開
発
に
関
わ
れ
る

よ
う
、
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
使
っ
た
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
な
う
。

前
回
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
紹
介
し
た

技
術
別
の
テ
キ
ス
ト
を
作
成
す
る
。

ま
た
、
村
人
が
自
然
農
業
に
関
し

て
、
お
互
い
の
経
験
や
意
見
を
交
換

JJ1ggﾌー 1ｇｇｇ
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◎
農
村
開
発
（
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
）

自
分
た
ち
の
村
の
農
業
が
ど
の
よ

う
な
状
態
で
あ
る
の
か
村
人
自
身
が

理
解
で
き
る
よ
う
、
彼
ら
が
中
心
に

な
っ
て
実
態
調
査
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き

た
焼
畑
農
業
が
、
森
林
の
劣
化
な
ど

で
持
続
的
で
は
な
く
な
り
、
収
穫
量

も
低
下
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。

そ
こ
で
、
土
壌
を
疲
弊
さ
せ
な
い
、

生
態
系
の
営
み
に
学
ん
だ
自
然
農
業

の
原
理
と
技
術
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

行
っ
た
。
参
加
者
は
大
き
な
関
心
を

示
し
、
学
ん
だ
こ
と
を
実
践
し
始
め

た
農
民
も
出
て
い
る
。

一
九
九
七
年
度
活
動
報
告
２
燕
保
謹
と
複
合
農
業
（
カ
ム
ア
ン
）

「
洪
水
の
恐
れ
の
あ
る
雨
季
に
米
を
作
る
必
要
は
な
い
。
乾
季
に
潅
慨
用
水
、
肥

料
・
農
薬
を
使
っ
て
収
量
を
増
や
そ
う
」
と
い
う
政
府
の
掛
け
声
に
象
徴
さ
れ
る
よ

う
に
、
ラ
オ
ス
の
農
業
は
い
ま
大
き
な
転
機
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
市
場

指
向
の
近
代
農
業
は
、
持
続
性
に
疑
問
が
あ
り
、
ま
た
村
人
の
生
活
慣
習
を
根
底
か

一
ｂ
く
つ
が
え
す
。

九
八
年
度
は
、
そ
の
近
代
農
業
に
替
わ
る
、
伝
統
的
な
技
術
や
知
恵
、
身
近
に
あ

る
資
源
を
活
か
す
、
自
然
の
摂
理
に
あ
っ
た
農
業
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
。

一
九
九
七
年
七
月
、
ア
セ
ア
ン
加
盟
と
期
を
同
じ
く
し
て
起
こ
っ
た
隣
国
タ
イ
の

通
貨
危
機
の
あ
お
り
を
受
け
、
ラ
オ
ス
通
貨
の
価
値
は
半
分
以
下
に
下
が
っ
た
。
そ

の
た
め
、
大
半
を
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
生
活
物
資
や
食
料
品
は
大
幅
に
値
上
が
り
し

た
。
ま
た
、
外
貨
獲
得
の
た
め
の
森
林
伐
採
や
水
力
発
電
ダ
ム
の
建
設
、
食
料
増
産

の
た
め
の
潅
湖
施
設
の
建
設
、
化
学
肥
料
・
農
薬
の
多
用
や
換
金
作
物
栽
培
の
拡
大

な
ど
、
「
開
発
」
事
業
が
、
自
然
環
境
や
村
人
の
生
活
・
健
康
を
脅
か
し
て
い
る
。

ラ
オ
ス

土
と
森
林
は
み
ん
な
の
財
産

す
こ
と
を
目
的
に
、
「
村
の
女
性
ボ
ラ

ら
な
い
村
の
女
性
の
参
加
を
う
な
が

な
っ
た
。

な
ど
を
見
て
学
ぶ
た
め
、
隣
国
タ
イ

例
や
、
換
金
作
物
の
単
一

始
め
と
し
て
、
有
機
複
合
農
業
の
実

的
と
し
た
「
農
林
複
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク

計
・
生
活
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目

一
九
九
八
年
度
活
動
計
画

栽
培
の
害

ン
テ
ィ
ァ
」
の
養
成
を
行
な
っ
た
。

卜
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
そ
の
手

た
に
契
約
を
結
び
、
村
人
が
森
、
田

へ
の
ス
タ
デ
ィ
ッ
ア
ー
を
二
回
行

ま
た
、
一
般
的
に
前
面
に
出
た
が

九
七
年
七
月
に
カ
ム
ア
ン
県
と
新

た
地
域
資
源
を
管
理
．

◎
農
村
開
発

自
然
農
業
を
普
及
す
る
た
め
に
、



◎
職
業
訓
練
（
ベ
ン
チ
ェ
）

一
九
九
三
年
に
始
め
た
職
業
訓
練

事
業
は
、
九
七
年
末
に
終
了
し
た
。
機

械
・
電
気
・
洋
裁
な
ど
を
教
え
る
五

つ
の
訓
練
セ
ン
タ
ー
と
、
実
践
の
場

で
あ
る
併
設
の
作
業
工
場
は
、
地
域
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◎
人
材
育
成
（
ハ
イ
フ
ォ
ン
）

困
難
な
環
境
に
あ
る
子
ど
も
た
ち

に
生
活
の
場
を
提
供
す
る
「
子
ど
も

の
家
」
で
は
、
識
字
ク
ラ
ス
や
文
化

活
動
も
順
調
に
進
ん
で
い
る
。

農
村
部
に
お
い
て
は
、
郡
の
人
民

委
員
会
、
女
性
同
盟
な
ど
と
共
同
し

て
、
保
健
衛
生
、
農
業
・
畜
産
技
術

な
ど
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、
ク

リ
ニ
ッ
ク
を
建
設
し
た
。
ま
た
、
小

中
学
生
へ
奨
学
金
を
支
給
し
、
識
字

教
室
の
建
設
や
、
合
鴨
農
法
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
も
行
な
っ
た
。

◎
農
村
開
発
（
フ
エ
）

一
九
九
三
年
以
来
、
白
砂
地
及
び

鴬

一
九
九
七
年
度
活
動
報
告

こ
の
五
年
間
、
ベ
ト
ナ
ム
は
近
代
化
と
工
業
化
の
道
を
猛
ス
ピ
ー
ド
で
走
っ
て
き

た
。
し
か
し
、
ア
ジ
ア
経
済
危
機
の
影
響
を
受
け
、
減
速
は
否
め
な
い
今
日
こ
の
頃

で
あ
る
。
投
資
は
都
市
に
集
中
し
、
農
村
、
と
り
わ
け
少
数
民
族
の
暮
ら
す
地
域
は

経
済
発
展
か
ら
取
り
残
さ
れ
、
都
市
と
農
村
、
民
族
間
の
格
差
が
広
が
っ
て
い
る
。

一
九
九
七
年
一
月
に
ハ
ノ
イ
に
代
表
事
務
所
を
再
び
開
き
、
首
都
に
お
い
て
政
府

諸
機
関
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
と
の
協
力
関
係
を
築
き
、
情
報
収
集
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
幅

を
広
げ
て
き
た
。

ベ
ト
ナ
ム

人
材
の
育
成
と
地
域
の
自
立
に
向
け
て

一
九
九
八
年
年
末
ま
で
に
、
ベ
ト
ナ
ム
の
現
状
を
分
析
し
て
長
期
的
な
活
動
戦
略

を
作
成
す
る
。
こ
れ
に
基
づ
い
て
、
南
部
メ
コ
ン
デ
ル
タ
で
の
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
展
開

を
模
索
す
る
と
同
時
に
、
少
数
民
族
が
住
ん
で
い
る
、
生
活
条
件
が
厳
し
い
北
部
山

岳
地
域
で
の
、
新
た
な
活
動
展
開
の
可
能
性
も
探
り
た
い
。

山
岳
地
で
九
つ
の
村
作
り
委
員
会
を

設
け
、
農
業
の
改
善
、
村
の
家
畜
銀

行
の
運
営
、
草
の
根
獣
医
の
養
成
、
生

活
基
盤
の
整
備
、
農
村
開
発
の
た
め

の
計
画
・
立
案
・
評
価
や
農
業
技
術

の
研
修
な
ど
を
行
な
っ
て
き
た
。

九
七
年
に
は
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
撤
退
後
の

村
作
り
委
員
会
の
自
主
運
営
に
向
け

て
、
北
部
へ
の
視
察
旅
行
を
行
な
っ

た
。
外
部
者
も
交
え
て
活
動
の
評
価

を
行
い
、
白
砂
地
四
ヵ
村
と
山
岳
地

ニ
ヵ
村
は
、
生
活
や
農
業
に
改
善
が

見
ら
れ
、
目
標
に
ほ
ぼ
到
達
し
た
と

判
断
し
て
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
支
援
活
動
を

終
了
し
た
。

山
岳
地
ア
ル
イ
郡
に
は
中
学
校
六

教
室
を
建
設
し
た
。

l！ﾘW蕊篭蕊

村
作
り
委
員
会
の
将
来
を
検
討
す
る
た
め
に
、
他

地
域
の
合
作
社
な
ど
を
訪
問
し
て
交
流
し
た
。

l灘識

◎
環
境
保
全
（
フ
エ
）

北
欧
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
Ｎ
Ａ
Ｖ
（
北
欧

ベ
ト
ナ
ム
支
援
組
織
）
と
共
同
で
、
山

岳
地
ア
ル
イ
郡
の
一
○
ヵ
村
、
二
○

○
家
族
を
対
象
に
、
等
高
線
農
業
の

普
及
を
進
め
て
い
る
。
郡
農
業
部
員

と
農
民
普
及
員
で
組
織
し
た
運
営
委

員
会
が
活
動
を
中
心
的
に
担
う
。

運
営
委
員
や
実
践
農
民
が
等
高
線

農
業
の
理
論
、
技
術
、
普
及
方
法
な

ど
を
学
ぶ
た
め
、
北
部
を
二
度
訪
問

し
、
現
地
の
農
民
と
経
験
交
換
し
た
。

Ｊ
我

識．．、､：、．'･“

#識

鶏
鶴
鍵
懲
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◎
調
査
・
地
域
開
発
（
チ
ャ
ヴ
ィ
ン
）

九
八
年
一
月
よ
り
メ
コ
ン
デ
ル
タ

の
最
貧
地
域
で
あ
る
チ
ャ
ヴ
ィ
ン
省

に
お
い
て
、
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
○
〆
司
跨
冨

と
共
同
で
、
地
域
開
発
事
業
を
始
め

た
。
主
な
活
動
は
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ

の
植
林
、
学
校
建
設
、
小
学
校
教
師

の
研
修
、
貧
困
家
庭
の
子
供
の
教
育
、

環
境
改
善
、
収
入
向
上
な
ど
で
あ
る
。

Ｊ
Ｖ
Ｃ
主
導
で
、
三
つ
の
小
中
学

校
の
建
設
・
拡
充
事
業
を
実
施
し
た
。

◎
人
材
育
成
（
ハ
イ
フ
ォ
ン
）

市
の
相
談
セ
ン
タ
ー
と
協
力
し

て
、
「
子
ど
も
の
家
」
は
子
ど
も
、
そ

の
父
母
な
ど
地
域
住
民
へ
の
児
童
相

談
業
務
を
開
始
す
る
。
二
○
○
○
年

以
降
の
施
設
の
自
立
運
営
を
目
指

し
、
市
か
ら
の
予
算
獲
得
と
、
募
金

活
動
に
力
を
入
れ
る
。

農
村
部
で
は
、
引
き
続
き
保
健
衛

Trial＆Errorl998/9-10(No.183）８
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◎
調
査
・
地
域
開
発
（
ベ
ン
チ
ェ
）

九
四
年
か
ら
始
め
た
地
域
開
発
活

動
も
、
九
七
年
末
に
終
了
し
た
。
小

学
校
の
建
設
を
支
援
す
る
と
共
に
、

学
校
が
地
域
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て

機
能
す
る
よ
う
、
教
室
を
利
用
し
て

母
子
保
健
、
環
境
教
育
、
伝
統
医
療

な
ど
、
地
域
住
民
が
希
望
す
る
講
習

会
を
実
施
し
て
き
た
。
講
習
会
は
地

域
行
政
に
引
き
継
い
だ
。

◎
調
査
・
地
域
開
発
（
チ
ャ
ヴ
ィ
ン
）

○
〆
司
諺
冨
と
共
同
で
マ
ン
グ
ロ
ー

ブ
植
林
、
学
校
建
設
、
母
子
保
健
な

ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
。

活
動
の
か
た
わ
ら
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
今
後

の
南
部
で
の
事
業
展
開
の
可
能
性
を

調
査
す
る
。

一
九
九
八
年
度
活
動
計
画

生
や
農
業
技
術
な
ど
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
行
う
。
村
の
中
に
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
の
で
き
る
人
材
を
育
成
し
、
集
落

で
の
普
及
活
動
に
役
立
て
る
。

児
童
へ
の
奨
学
金
支
給
、
モ
デ
ル

地
区
で
の
合
鴨
農
法
の
実
践
、
盲
聾

学
校
へ
の
支
援
も
行
う
。

行
政
に
引
き
継
い
だ
。
卒
業
生
は
就

職
し
た
り
、
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
融
資

で
独
立
開
業
す
る
な
ど
、
自
立
へ
の

道
を
歩
ん
で
い
る
。

◎
環
境
保
全
（
フ
エ
）

等
高
線
農
業
の
活
動
を
引
き
続
き

支
援
す
る
。
北
部
の
視
察
・
交
流
で

学
ん
だ
組
織
運
営
と
小
規
模
融
資
の

方
法
を
導
入
し
、
グ
ル
ー
プ
で
ク
レ

ジ
ッ
ト
基
金
を
管
理
・
運
用
し
な
が

ら
活
動
を
進
め
る
。

◎
農
村
開
発
（
フ
エ
）

海
岸
と
入
り
江
に
挟
ま
れ
た
半
島

の
一
番
端
に
位
置
す
る
漁
村
の
三
つ

の
グ
ル
ー
プ
を
対
象
に
農
村
開
発
活

動
を
始
め
る
。
近
年
、
入
り
江
の
エ

ビ
・
魚
な
ど
が
と
れ
な
く
な
っ
て
お

り
、
天
然
資
源
枯
渇
を
防
ぎ
収
入
源

を
多
様
化
す
る
た
め
に
も
、
畜
産
な

ど
を
導
入
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ

て
い
る
。

山
岳
部
ア
ル
イ
郡
の
パ
コ
・
タ
オ

イ
民
族
の
ニ
ヵ
村
で
は
、
農
業
面
で

も
生
活
面
で
も
ま
だ
支
援
を
必
要
と

し
て
い
る
の
で
、
今
後
数
年
間
は
活

動
を
継
続
す
る
。



一
九
九
七
年
度
活
動
報
告
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一
九
九
八
年
度
活
動
計
画

大
き
く
な
っ
た
昨
年
の
苗

９Trial＆Errorl998/９－１０(No.183）

Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
バ
ル
八
ツ
ト
で
の
活
動
は
、
三
年
目
を
迎
え
る
。
九
八
年
度
は
、
今
後

三
年
間
の
中
期
計
画
を
地
域
の
人
々
と
一
緒
に
作
り
上
げ
る
こ
と
、
バ
ル
八
ツ
ト
で

何
を
実
現
し
、
そ
れ
を
ど
う
エ
チ
オ
ピ
ア
全
体
に
還
元
し
て
い
く
か
を
見
据
え
た
活

動
戦
略
を
立
て
る
こ
と
、
の
一
一
点
を
目
標
に
、
活
動
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。

Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
活
動
地
、
第
三
州
北
シ
ョ
ア
県
バ
ル
八
ツ
ト
郡
の
あ
る
北
部
高
原
台
地

で
は
、
人
口
増
加
に
よ
る
木
の
過
剰
伐
採
や
、
山
の
斜
面
の
過
剰
耕
作
な
ど
に
よ
っ

て
、
土
壌
の
流
失
・
劣
化
が
進
ん
で
い
る
。
そ
の
た
め
、
農
業
生
産
性
の
低
下
、
牧

草
・
薪
・
建
材
の
不
足
、
湧
き
水
の
枯
渇
な
ど
、
深
刻
な
影
響
が
広
が
っ
て
い
る
・
人
々

の
自
立
と
持
続
的
な
生
活
向
上
の
た
め
に
は
、
環
境
の
回
復
を
軸
に
、
栄
養
状
況
の

改
善
や
現
金
収
入
の
向
上
な
ど
、
総
合
的
な
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
場
合

に
は
、
過
去
の
緊
急
救
援
が
援
助
依
存
を
引
き
起
こ
し
た
反
省
に
基
づ
い
て
、
村
人

が
主
体
と
な
っ
て
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
こ
と
が
大
切
と
な
る
。

エ
チ
オ
ピ
ア

活
動
の
前
進
と
住
民
参
加◎

ア
グ
ロ
フ
オ
レ
ス
ト
リ
ー
（
森
林
農
業
）

一
九
九
七
年
度
は
、
苗
木
作
り
、
植

林
、
活
動
評
価
を
地
域
の
人
々
と
一

緒
に
行
っ
た
最
初
の
年
で
あ
っ
た
。

苗
場
を
用
意
し
、
ま
ず
三
グ
ル
ー

プ
二
九
世
帯
の
農
民
と
小
学
生
た
ち

が
一
一
種
類
、
約
四
○
○
○
本
の
苗

木
を
作
っ
た
。
六
月
に
は
、
二
○
名

の
農
民
が
ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー

を
実
践
し
て
い
る
他
の
村
を
訪
問
し

た
。
訪
問
先
の
農
民
と
の
意
見
交
換

が
強
い
刺
激
と
な
り
、
活
動
意
欲
が

高
ま
っ
た
。
八
月
か
ら
九
月
に
か
け

農
民
は
畑
の
境
界
線
沿
い
や
家
の
周

り
に
、
小
学
生
は
学
校
の
周
り
に
植

林
し
た
。

培
指
導
を
行
な
っ
た
（

県
の
指
示
に
従
っ
て
修
正
案
を
出
し
、

交
渉
を
続
け
て
い
る
。

◎
水
汲
み
場
改
善

九
七
年
七
月
に
北
シ
ョ
ァ
県
に
事

業
計
画
を
提
出
し
た
が
、
県
の
人
事

異
動
な
ど
の
た
め
交
渉
が
難
航
し
、

年
度
内
着
手
に
は
至
ら
な
か
っ
た
．

一
○
月
末
に
中
間
評
価
を
行
い
、

そ
れ
を
受
け
て
農
民
グ
ル
ー
プ
の
再

編
を
行
な
っ
た
。
一
月
か
ら
堆
肥
づ

く
り
、
ポ
ッ
ト
の
土
詰
め
、
種
ま
き

と
、
苗
木
づ
く
り
を
始
め
た
。
活
動

参
加
者
は
六
グ
ル
ー
プ
九
三
世
帯
と

二
小
学
校
と
、
大
幅
に
増
え
た
。

◎
生
活
改
善

バ
ル
ハ
ッ
ト
の
Ｊ
Ｖ
Ｃ
事
務
所
敷

地
内
で
、
多
目
的
生
け
垣
や
野
菜
栽

培
の
モ
デ
ル
農
場
の
整
備
を
進
め
た
。

ま
た
、
水
の
有
効
利
用
の
モ
デ
ル
と

し
て
、
事
務
所
の
ト
タ
ン
屋
根
を
利

用
し
た
雨
水
集
積
タ
ン
ク
を
作
っ
た
。

家
庭
菜
園
の
普
及
に
つ
い
て
は
、

ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
活
動
の
参

加
者
に
野
菜
の
種
子
を
支
援
し
、
栽 ＪＶＣのスタッフ、タファセッチは、今日も元気に苗場を見て回る

◎
生
活
改
善

多
目
的
生
け
垣
や
生
ゴ
ミ
堆
肥
を

使
っ
た
野
菜
づ
く
り
な
ど
、
モ
デ
ル

農
場
の
機
能
を
充
実
さ
せ
、
農
民
の

野
菜
栽
培
技
術
の
向
上
を
図
る
。

雨
水
集
積
タ
ン
ク
は
、
さ
ら
に
技

術
改
良
を
図
り
な
が
ら
小
学
校
に
設

置
す
る
ほ
か
、
ト
タ
ン
屋
根
の
な
い

農
家
で
も
雨
水
を
集
め
る
こ
と
が
で

き
る
技
術
を
導
入
、
実
験
す
る
。

◎
水
汲
み
場
改
善

早
期
に
県
の
承
認
を
取
り
つ
け
、

事
業
に
着
手
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

利
用
者
グ
ル
ー
プ
の
意
識
を
高
め
、

建
設
作
業
へ
の
協
力
や
経
費
の
一
部

負
担
、
維
持
管
理
の
た
め
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
な
ど
を
活
動
に
組
み
込
み
な

が
ら
、
六
本
の
井
戸
を
掘
り
、
手
押

し
ポ
ン
プ
を
設
置
す
る
。

◎
ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー

穀
物
を
植
え
る
だ
け
で
は
な
く
、

農
地
に
木
を
植
え
て
土
壌
流
失
を
防

ぎ
、
肥
料
と
し
て
使
え
る
有
機
物
を

生
産
し
、
燃
料
や
飼
料
も
生
産
す
る

ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
ヘ
の
い
っ

そ
う
の
理
解
、
普
及
と
技
術
の
向
上

を
め
ざ
す
。

六
グ
ル
ー
プ
九
三
世
帯
と
二
小
学

校
に
一
三
種
の
種
子
と
必
要
最
低
限

の
農
具
を
支
援
し
、
育
苗
の
技
術
指

導
を
行
う
。
ス
タ
デ
ィ
ー
ッ
ア
ー
は

二
回
を
予
定
し
て
い
る
。



こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
将
来
に
向
け
て
の
人
材
を
育
成
し
て
い
く
。
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◎
子
ど
も
の
教
育
支
援

ハ
ウ
テ
ン
州
の
ソ
ウ
ェ
ト
地
区
に

あ
る
ブ
ヤ
ニ
小
学
校
お
よ
び
マ
バ

ラ
・
ス
ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン
ホ
ー

ム
ヘ
の
支
援
を
し
た
。
ブ
ヤ
ニ
小
学

校
は
、
フ
ァ
イ
ン
タ
ウ
ン
・
ス
ラ
ム

の
住
民
の
手
で
作
ら
れ
た
学
校
で
、

教
材
の
購
入
、
教
員
の
通
信
教
育
、

校
舎
の
補
修
な
ど
に
協
力
し
た
。

◎
職
業
訓
練

南
ア
フ
リ
カ
人
、
及
び
ア
ン
ゴ
ラ
、

ル
ワ
ン
ダ
、
ブ
ル
ン
ジ
、
ソ
マ
リ
ア

な
ど
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
か
ら
の
難
民
、

あ
わ
せ
て
五
二
○
人
に
対
し
て
、

ロ
ｚ
出
○
両
（
国
連
難
民
高
等
弁
務
官

ロ
ｚ
国
○
両
（
国
迩

事
務
所
）
と
協
力

し
、
全
国
の
職
業

訓
練
セ
ン
タ
ー

や
専
門
学
校
で

学
ぶ
た
め
の
奨

学
金
を
支
援
し

た
。

科
目
は
、
建

設
、
工
作
機
械
操

作
、
自
動
車
整

備
、
裁
縫
、
会
計

一
九
九
七
年
度
活
動
報
告

経
済
、
教
育
、
生
活
環
境
な
ど
に
お
け
る
人
種
間
格
差
は
現
在
も
大
き
い
。

主
的
な
政
府
が
設
立
さ
れ
た
が
、
長
年
続
い
た
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
の
遺
産
で
あ
る
、

化
に
伴
っ
て
増
え
て
い
る
他
の
ア
フ
リ
カ
諸
国
か
ら
流
入
す
る
難
民
に
対
し
て
も
、

よ
－
つ
、
現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
協
力
し
な
が
ら
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
ま
た
、
南
ア
の
民
主

と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
発
展
に
主
体
的
に
関
わ
っ
て
い
く
た
め
の
訓
練
を
受
け
ら
れ
る

南
ア
フ
リ
カ

決
に
あ
た
っ
て
い
け
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
一
環

え
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
が
お
互
い
の
協
力
関
係
を
深
め
、
自
ら
ア
フ
リ
カ
内
の
問
題
解

自
立
の
た
め
の
技
術
を
得
ら
れ
る
よ
う
支
援
を
行
な
っ
て
い
る
。

自
立
の
た
め
の
技
術
と
人
材
の
育
成

力
を
入
れ
て
い
く
。
ま
た
、
「
ア
フ
リ
カ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
と
言
わ
れ
る
時
代
を
迎

と
し
て
ア
フ
リ
カ
諸
国
か
ら
の
難
民
に
対
し
、
技
術
訓
練
の
機
会
を
提
供
し
て
い
く

＃

九
八
年
も
現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
協
力
し
、
技
術
訓
練
や
持
続
的
農
業
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に

Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
、
こ
れ
ま
で
開
発
の
外
に
置
か
れ
て
き
た
人
々
が
、
自
ら
の
生
活
向
上

九
九
四
年
、
人
口
の
八
○
％
以
上
を
占
め
る
黒
人
が
初
め
て
選
挙
権
を
得
て
民

蕊

管
理
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
操
作
な
ど

多
岐
に
渡
っ
て
い
る
。
選
考
・
面
接
は

全
国
各
地
の
現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
協
力
し

な
が
ら
行
な
っ
た
。
ま
た
、
英
語
力
が

十
分
で
な
い
難
民
に
対
し
て
、
英
語

教
室
を
開
き
、
一
六
○
人
が
学
ん
だ
。

◎
農
村
開
発

トレホトレーニングセンターでは､地域で調

達できる材料を使った建設のコースがある。

一
九
九
八
年
度
活
動
計
画

◎
職
業
訓
練

南
ア
フ
リ
カ
人
、
及
び
国
外
か
ら

の
難
民
を
対
象
に
、
約
五
○
○
人
の

訓
練
生
が
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
や
専

門
学
校
で
学
べ
る
よ
う
奨
学
金
を
支

給
す
る
。
南
ア
人
に
つ
い
て
は
、
農

村
部
の
青
年
・
女
性
へ
の
支
援
に
重

点
を
置
く
。

一
方
、
大
半
は
都
市
部
に
住
ん
で

い
る
難
民
に
対
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

が
必
要
と
し
て
い
る
カ
ウ
セ
ン
リ
ン

グ
と
支
援
を
行
う
。
難
民
に
対
す
る

英
語
教
室
も
継
続
し
て
実
施
す
る
。

:紬

東
ケ
ー
プ
州
に
あ
る
現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ

の
ジ
ン
ギ
サ
の
活
動
に
協
力
し
、
キ

ン
グ
ウ
ィ
リ
ァ
ム
ス
タ
ウ
ン
周
辺
の

五
ヵ
村
に
お
い
て
、
開
発
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
住
民
参
加
型
で
行
う
こ
と
を

促
進
す
る
た
め
の
地
域
開
発
委
員
会

の
育
成
を
支
援
し
た
。

西
ケ
ー
プ
州
と
北
西
州
で
は
、
持

続
的
農
業
・
環
境
に
関
す
る
現
地
Ｎ

Ｇ
Ｏ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
団
体
で
あ
る

ペ
ラ
ム
と
協
力
し
、
住
民
グ
ル
ー
プ

の
リ
ー
ダ
ー
を
対
象
と
し
た
農
業
・

環
境
に
関
す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行

な
っ
た
。

灘蕊

識

R諜癖

◎
農
村
開
発

ペ
ラ
ム
お
よ
び
そ
の
加
盟
団
体
が

実
施
す
る
農
業
、
環
境
に
関
す
る
南

ア
国
内
で
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
中
心

に
支
援
し
て
い
く
。
対
象
者
は
住
民

グ
ル
ー
プ
や
現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
リ
ー

ダ
ー
で
、
「
持
続
可
能
な
農
業
の
実

践
」
、
「
地
域
の
材
料
を
使
っ
て
自
分

で
作
る
住
居
」
、
「
参
加
型
農
村
開
発

の
手
法
」
、
「
持
続
的
農
業
コ
ー
ス
の

講
師
育
成
」
、
「
学
校
の
農
園
作
り
や

環
境
整
備
」
な
ど
の
テ
ー
マ
で
、
二

週
間
か
ら
六
週
間
の
コ
ー
ス
を
実
施

す
る
。
各
コ
ー
ス
に
一
五
人
か
ら
三

○
人
が
参
加
す
る
。

◎
子
ど
も
の
教
育

ブ
ヤ
ニ
小
学
校
へ
の
支
援
を
継
続

す
る
。
教
材
購
入
、
教
員
の
通
信
教

育
、
そ
し
て
二
年
後
に
予
定
し
て
い

る
校
舎
建
設
の
た
め
の
計
画
づ
く
り

と
人
材
育
成
に
も
協
力
し
て
い
く
。

蝋
隣
幡

ジンギサ教育センターでの活動評価。活動について、人々にいろいろ質問した

鱗
銅
溌
報
趣
溌
・
嘩
暦
巾
鞠
餅
晶
、
屯

Trial＆Errorl998/９－１０(No.183）１０

き

鱗溌劉

!

:f，

灘



◎
聴
覚
障
害
者
福
祉
事
業

テ
レ
ビ
番
組
製
作
会
社
と
提
携
し

て
製
作
し
て
い
た
、
聴
覚
障
害
児
の

た
め
の
手
話
の
教
材
ビ
デ
オ
が
、
つ

い
に
完
成
し
た
。
撮
影
に
は
、
ヨ
ル

ダ
ン
川
西
岸
に
あ
る
聾
唖
学
校
の
先

生
と
生
徒
た
ち
が
出
演
協
力
し
て
く

れ
た
。
九
七
年
七
月
と
九
月
に
起
き

た
ハ
マ
ス
の
爆
弾
テ
ロ
で
自
治
区
が

閉
鎖
さ
れ
た
た
め
、
製
作
者
、
出
演

者
が
移
動
を
制
限
さ
れ
る
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
理
由
で
完
成
ま
で
に
時
間

が
か
か
っ
た
。

完
成
し
た
三
○
本
の
ビ
デ
オ
は
、

西
岸
、
ガ
ザ
の
聾
唖
学
校
へ
配
り
、

手
話
教
育
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

一
九
九
七
年
度
活
動
報
告

１
１

1ｇｇフー１ｇｇＳ
輯回

た
ス
ィ
ン
ジ
ル
村
で
。
村
委
員
会
の
人
々
と

自
分
た
ち
で
ビ
デ
オ
を
完
成
さ
せ

た
こ
と
で
、
パ
レ
ス
チ
ナ
人
た
ち
が

自
信
を
持
っ
て
く
れ
た
の
も
成
果
の

一
つ
で
あ
っ
た
。

パ
レ
ス
チ
ナ

中
東
問
題
を
も
っ
と
身
近
に

政
治
、
宗
教
、
民
族
を
乗
り
越
え
て
共
存
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
た
ち

と
問
題
を
共
有
し
、
平
和
に
つ
い
て
考
え
、
連
携
し
て
い
く
こ
と
に
は
普
遍
的
な
意

味
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
「
平
和
共
存
社
会
」
を
テ
ー
マ
に
、
教
育
・

文
化
事
業
を
立
ち
上
げ
、
中
東
の
他
地
域
や
日
本
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
幅
広
い

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
っ
て
い
き
た
い
。
環
境
問
題
な
ど
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
テ
ー
マ
に

か
か
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
対
立
を
越
え
て
共
存
の
可
能
性
を
創
り
上
げ
る
こ
と
に

も
協
力
し
た
い
。

一
九
九
三
年
、
イ
ス
ラ
エ
ル
・
パ
レ
ス
チ
ナ
間
で
、
和
平
合
意
が
結
ば
れ
た
。
し

か
し
そ
の
後
、
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
は
遅
々
と
し
て
進
ん
で
い
な
い
。
九
七
年
三
月
、

和
平
合
意
に
逆
ら
う
よ
う
に
職
イ
ス
ラ
エ
ル
は
東
エ
ル
サ
レ
ム
に
新
た
な
ユ
ダ
ヤ
人

の
入
植
地
の
建
設
を
決
定
、
工
事
を
開
始
し
た
。

一
方
、
先
進
諸
国
や
国
際
機
関
の
援
助
に
よ
っ
て
、
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
の
イ
ン

フ
ラ
も
少
し
ず
つ
整
備
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
政
治
色
、
民
族
色
、

宗
教
色
の
な
い
環
境
問
題
を
テ
ー
マ
に
し
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
市
民

間
で
、
対
話
に
向
け
た
動
き
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

エルサレム旧市街での絵画教室

◎
調
査

パ
レ
ス
チ
ナ
で
の
事
業
開
始
か
ら

五
年
を
経
過
し
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
担
当
者

も
一
新
し
た
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
活

動
評
価
を
行
い
、
今
後
の
ニ
ー
ズ
を

調
査
し
た
。
そ
の
結
果
、
教
育
・
文
化

事
業
と
農
業
事
業
を
中
心
と
す
る
こ

と
を
決
定
し
た
。

◎
農
業
事
業

新
し
い
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
、

勺
シ
屈
○
（
弔
巴
①
豊
昌
自
少
晦
国
目
一
言
国
』

両
農
具
○
○
日
目
群
①
の
）
の
協
力
の
も
と

に
、
ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
の
水
源
地
近

く
の
農
民
、
お
よ
び
ガ
ザ
の
農
民
を

対
象
に
、
生
態
系
を
い
た
め
な
い
、
持

続
可
能
な
農
業
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

行
う
。
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
ス
タ
ッ
フ
も
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
参
加
し
、
現
地
で
の

フ
オ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
あ
た
る
。

一
九
九
八
年
度
活
動
計
画

llTrial＆Errorl998/９－１０(No.183）

◎
教
育
・
文
化
事
業

エ
ル
サ
レ
ム
旧
市
街
に
あ
る
ス

パ
ッ
フ
ォ
ー
ド
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
内

に
子
ど
も
図
書
館
を
開
設
し
、
「
ス
ラ

ム
」
化
し
つ
つ
あ
る
旧
市
街
の
子
供

た
ち
に
、
本
に
触
れ
る
機
会
を
与
え

る
と
と
も
に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

通
じ
て
、
平
和
教
育
、
環
境
教
育
を

行
っ
て
い
く
。

日
本
の
中
古
ピ
ア
ノ
を
送
っ
て
、

送
る
側
と
送
ら
れ
る
側
を
つ
な
げ
て

い
く
運
動
と
連
携
し
、
日
本
、
パ
レ
ス

チ
ナ
両
国
で
、
支
援
コ
ン
サ
ー
ト
、
平

和
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
く
。

十
歳
以
下
の
子
ど
も
た
ち
に
画
材

を
提
供
し
、
絵
を
描
く
こ
と
で
平
和

を
考
え
る
集
会
を
持
つ
。
ま
た
、
こ
れ

ら
絵
と
詩
を
集
め
、
詩
画
集
に
ま
と

め
る
。



一
九
九
七
年
度
活
動
報
告
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◎
草
木
染
め
の
記
録
（
サ
ン
タ
ク
ル
ス
）

ボ
リ
ビ
ア
の
現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、

○
己
諺
○
に
染
色
専
門
家
を
派
遣
し
、

化
学
染
料
に
押
さ
れ
て
消
え
そ
う
に

な
っ
て
い
る
伝
統
的
な
自
然
染
料
に

よ
る
染
色
の
実
態
を
、
各
地
を
訪
問

し
な
が
ら
聞
き
取
り
調
査
を
し
、
本

に
ま
と
め
た
。
す
で
に
消
え
て
し

ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
古
老
に

話
を
聞
き
、
再
現
し
て
も
ら
っ
た
。

災害がなければ自然の恵み

豊かなパプアニューギニア

◎
調
査
（
チ
ュ
キ
サ
カ
）

○
○
・
○
国
．
の
活
動
に
価
値
を
見
い

だ
し
た
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
、
○
○
・
○
国
．
と
の
具

体
的
な
協
力
の
可
能
性
を
探
っ
て
き

た
。
八
月
に
は
、
調
査
協
力
の
た
め
、

ボ
リ
ビ
ア

立
ち
上
が
る
人
々
と
出
会
っ
て

｜
方
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
も
開
発
協
力
活
動
な
ど
を
通
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
積
み
、

南
米
ボ
リ
ビ
ア
の
先
住
民
族
で
あ
る
ガ
ラ
ニ
ー
民
族
は
、
歴
史
の
中
で
そ
の
多
く

が
大
農
場
に
組
み
込
ま
れ
、
長
い
あ
い
だ
半
農
奴
状
態
の
生
活
を
強
い
ら
れ
て
き

た
。
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
、
チ
ュ
キ
サ
カ
州
の
ガ
ラ
ニ
ー
全
体
の
生
活
改
善
、
教
育
制
度
の
整

備
、
医
療
保
健
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
住
民
組
織
、
○
○
・
Ｏ
工
．

（
チ
ュ
キ
サ
カ
州
ガ
ラ
ニ
ー
民
族
連
絡
委
員
会
）
と
の
共
同
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
、
あ
る

い
は
支
援
の
可
能
性
を
探
っ
て
き
た
。

先
し
た
開
発
の
あ
り
方
を
さ
ぐ
り
、

政
府
へ
の
提
言
な
ど
を
続
け
て
い

く
。

ま
た
、
タ
イ
で
は
自
然
農
業
情
報

セ
ン
タ
ー
な
ど
と
共
同
で
、
生
態
系

を
痛
め
な
い
農
業
の
さ
ら
な
る
普
及

を
目
指
し
て
い
る
。

不
ツ
ト
ワ
ー
ク

◎
環
境
・
農
村
開
発
な
ど

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
連
合
体
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
Ｎ
Ｇ
Ｏ

フ
ォ
ー
ラ
ム
や
、
Ｃ
Ｃ

Ｃ
（
カ
ン
ボ
ジ
ア
Ｎ
Ｇ

Ｏ
協
議
体
）
な
ど
と
情

報
交
換
を
重
ね
、
大
型

開
発
で
は
な
い
、
地
域

の
人
々
の
利
益
を
最
優

草
木
染
め
の
伝
統
を
訪
ね
て
、
各
地
を
回
っ
た

霞

罰

碓

ビ
ジ
ャ
エ
ル
モ
ッ
サ
共
同
体
の
女
性
た
ち
と

連
携
を
深
め
る

東
京
か
ら
ス
タ
ッ
フ
ら
二
名
を
送
っ

た
。

○
・
○
・
○
国
．
か
ら
は
、
共
同
農
場
に
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
を
栽
培
し
て
人
々
に
職

の
機
会
を
提
供
し
な
が
ら
組
織
の
強

化
を
め
ざ
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
が

提
案
さ
れ
た
が
、
実
現
可
能
性
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
役

割
な
ど
に
つ
い
て
、
双
方
の
合
意
に

達
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
直
接
の
共

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
は
見
送
ら
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
ビ
デ
オ
で
長
老
な
ど
の

映
像
を
撮
り
、
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
口

承
や
ガ
ラ
ニ
ー
文
化
を
彼
／
彼
女
ら

自
身
が
記
録
す
る
ビ
デ
オ
作
成
に
側

面
協
力
す
る
形
で
、
今
後
一
年
間
、
関

係
を
維
持
す
る
こ
と
に
し
た
。

世
界
的
な
状
況
の
変
化
を
踏
ま
え
、
蓄
積
し
た
経
験
を
生
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
協

Ｊ
Ｖ
Ｃ
が
活
動
を
は
じ
め
て
、
は
や
一
八
年
が
経
過
し
た
。
そ
の
間
、
東
西
対
立

◎
文
化
の
記
録

ボ
リ
ビ
ア
で
は
チ
ュ
キ
サ
カ
州
の

ガ
ラ
ニ
ー
の
組
織
、
○
・
○
．
○
国
が
行
う

口
承
の
記
録
を
、
今
後
一
年
間
支
援

す
る
。

一
九
九
八
年
度
活
動
方
針

現
場
の
必
要
に
即
し
て
行
わ
れ
て
い
る
活
動
を
、
支
援
し
て
い
き
た
い
。

力
関
係
に
基
づ
い
て
、
海
外
の
住
民
組
織
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
連
携
を
い
っ
そ
う
深
め
、

構
造
の
崩
壊
、
世
界
自
由
貿
易
体
制
の
拡
大
な
ど
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
大

き
く
変
化
し
て
き
た
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
き
た
。



◎
そ
の
他

北
朝
鮮
以
外
で
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

の
洪
水
被
災
者
へ
の
緊
急
支
援
、
パ

プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
干
ば
つ
被
災

者
へ
の
支
援
を
、
他
団
体
と
共
同
し

て
行
な
っ
た
。

パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
へ
の
支
援

は
耐
「
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
と
ソ

ロ
モ
ン
諸
島
の
森
を
守
る
会
」
な
ど

四
団
体
と
と
も
に
「
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
干
ば
つ
・
飢
餓
緊
急
救
援

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
作
り
、
募
金
活

動
を
行
う
と
同
時
に
、
二
回
の
現
地

調
査
を
行
っ
た
。
集
ま
っ
た
募
金
は

現
地
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
カ
リ
タ
ス
パ
プ
ア

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ァ
を
通
し
、
食
料
や
飲

料
水
確
保
を
中
心
に
、
住
民
の
支
援

に
当
て
た
。

平安南道で見かけた農民（北朝鮮）

一
九
九
七
年
度
活
動
報
告

◎
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国

Ｊ
Ｖ
Ｃ
な
ど
五
団
体
で
構
成
す
る

「
北
朝
鮮
救
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
委
員

会
」
は
、
一
九
九
七
年
六
月
に
「
北

朝
鮮
こ
ど
も
救
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

と
名
称
を
改
め
、
活
動
を
新
た
に
し

た
。
以
後
、
三
七
ト
ン
の
食
用
油
、
一

五
四
ト
ン
の
栄
養
食
を
支
援
、
ま
た

平
安
南
道
の
託
児
所
・
幼
稚
園
に
一

一
ト
ン
の
コ
メ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な

ど
を
支
援
し
た
。

今
後
の
支
援
の
た
め
、
食
糧
不
足

の
実
態
を
見
た
い
と
希
望
し
た
現
地

訪
問
は
、
一
一
月
に
よ
う
や
く
実
現

し
た
。
し
か
し
、
現
地
で
の
受
け
入

れ
団
体
が
「
水
害
対
策
委
員
会
」
か

救援米を受け取る、グッドイナフ島の人々（パプアニューギニア）

国
際
的
な
援
助
の
輪
は
次
第
に
広
が
っ
て
お
り
、
と
く
に
韓
国
は
、
経
済
危
機
の

も
と
で
困
難
な
状
況
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
市
民
団
体
が
中
心
に
な
っ
て
、
北

朝
鮮
へ
の
食
糧
支
援
の
呼
び
か
け
や
、
国
際
支
援
の
中
心
的
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

Ｊ
Ｖ
Ｃ
も
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
市
民
団
体
と
共
に
、
国
際
市
民
社
会
と
連
携
し
て
、

朝
鮮
半
島
・
東
ア
ジ
ア
の
平
和
と
安
定
と
い
う
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

緊
急
灘
溌
瀕
ｌ

頻
発
す
る
自
然
災
害
と
食
糧
危
機

一
九
九
五
年
の
大
洪
水
を
契
機
に
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
（
北
朝
鮮
）
は

国
連
機
関
な
ど
を
通
じ
て
は
じ
め
て
国
際
社
会
に
援
助
を
求
め
、
飢
餓
の
実
態
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
自
然
の
災
害
に
、
農
業
政
策
の
失
敗
な
ど
が
重
な
っ
て
、
飢
餓
の

構
造
を
生
み
出
し
た
の
だ
、
。
九
七
年
に
も
再
度
干
ば
つ
と
高
潮
が
襲
い
、
事
態
は

い
っ
そ
う
悪
化
し
た
。

Ｊ
Ｖ
Ｃ
も
一
九
九
六
年
か
ら
、
食
糧
支
援
と
い
う
形
で
北
朝
鮮
に
関
わ
り
を
も

ち
、
他
団
体
と
協
力
し
て
救
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
現
地
訪
問
を
実
現
し
て
き
た
。

同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
へ
の
参
加
な
ど
を

通
じ
て
、
北
朝
鮮
の
飢
餓
問
題
に
関

す
る
、
日
本
国
内
お
よ
び
韓
国
な
ど

国
際
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
が

進
ん
だ
。

ら
急
遥
「
対
外
文
化
連
絡
協
会
」
に
変

わ
っ
た
た
め
、
平
安
南
道
で
し
か
訪

問
調
査
が
で
き
ず
、
北
朝
鮮
全
体
の

食
糧
事
情
を
把
握
で
き
な
か
っ
た
。

一
二
月
九
日
に
行
っ
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
共

さ
ら
に
五
月
二
八
、
二
九
日
に

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
開
催
さ
れ
る
国
連
開

発
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）
主
催
の
「
農

業
回
復
・
環
境
保
護
」
円
卓
会
議
へ

の
出
席
な
ど
を
契
機
と
し
て
、
よ
り

長
期
的
か
つ
根
本
的
な
農
業
・
環
境

の
課
題
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
。
気

候
・
風
土
の
近
い
日
本
の
環
境
保
全

型
農
業
、
有
機
農
業
の
担
い
手
な
ど

と
も
つ
な
い
で
い
き
た
い
。
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干
ば
つ
に
影
響
さ
れ
な
い
生
活
の

維
持
に
向
け
、
九
八
年
一
二
月
ま
で

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
を
継
続
す
る
。

一
九
九
八
年
度
活
動
計
画

◎
北
朝
鮮
支
援

九
七
年
に
訪
問
し
た
干
ば
つ
被
災

地
、
平
安
南
道
を
中
心
に
、
乳
幼
児
、

授
乳
期
の
母
親
な
ど
を
対
象
に
、
ミ

ル
ク
な
ど
栄
養
食
の
支
援
を
実
施
す

る
。

九
七
年
に
で
き
た
「
北
朝
鮮
食
糧

支
援
連
絡
会
」
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

発
展
さ
せ
、
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
代
表
の

現
地
へ
の
共
同
派
遣
を
実
現
し
た
い
。

ま
た
、
四
月
二
五
日
に
行
わ
れ
る

．
食
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
で
連
携
す
る

韓
国
の
市
民
団
体
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
「
韓
国

分
か
ち
合
い
運
動
」
な
ど
と
組
み
、
ア

ジ
ア
、
欧
米
に
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

広
げ
て
い
く
。

◎
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア



Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
設
立
二
○
周
年
ま
で
、
二
年
を
切
っ
た
。
設
立
当
初
に
比
べ
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ

の
社
会
的
な
認
知
度
は
高
く
な
っ
た
が
、
そ
れ
に
見
合
う
活
動
が
な
さ
れ
て
い
る
か

ど
う
か
、
問
わ
れ
る
時
期
に
き
て
い
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
が
成
立
し
、
九
八
年
度
は
多
く

の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
法
人
化
に
向
け
準
備
を
進
め
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

初
心
を
忘
れ
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
課
題
の
背
後
に
あ
る
構
造
に
も
目
を
向

け
、
社
会
的
弱
者
で
あ
る
人
々
の
痛
み
を
感
じ
ら
れ
る
心
を
大
切
に
し
て
い
き
た

い
。
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開
発
教
育
で
は
、
手
作
り
の
教
材

を
整
備
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
に
そ

の
応
用
を
試
み
た
。
「
カ
ン
ボ
ジ
ア

の
箱
」
、
「
ベ
ト
ナ
ム
の
箱
」
の
経
験

を
生
か
し
て
、
他
の
国
々
の
「
箱
」
作

成
に
向
け
て
準
備
を
始
め
た
。

自
治
体
と
の
連
携
で
は
、
九
六
年

度
の
横
浜
市
に
続
い
て
鎌
倉
市
か
ら

研
修
生
を
受
け
入
れ
た
。

で
○
両
○
両
の
農
村
金
融
に
関
す
る
調

査
の
準
備
を
始
め
た
。

、､為勺

◎
広
報
・
会
員
・
収
益
事
業

年
一
○
回
発
行
の
機
関
誌
で
最
新

の
現
地
状
況
を
伝
え
る
と
と
も
に
、

ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
報
告
会
や
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
な
ど
を
毎
月
平
均
二
、
三
回

の
割
合
で
行
っ
た
。
恒
例
の
「
Ｊ
Ｖ

Ｃ
の
つ
ど
い
」
は
名
古
屋
で
行
い
、
六

○
人
ほ
ど
の
参
加
を
得
た
。

景
気
の
低
迷
期
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ご
寄
付
や
Ｊ
Ｖ
Ｃ
カ
レ
ン
ダ
ー
・
絵

は
が
き
の
販
売
、
使
用
済
み
テ
レ

フ
ォ
ン
カ
ー
ド
や
書
き
損
じ
は
が
き

な
ど
に
よ
る
ご
協
力
な
ど
、
多
く
の

方
々
か
ら
ご
支
援
し
て
い
た
だ
い
た
。

さ
ら
に
多
く
の
方
に
Ｊ
Ｖ
Ｃ
に
関
心

を
持
っ
て
も
ら
い
、
支
援
者
を
増
や

園
内
活
動

も
っ
と
仲
間
を
増
や
し
た
い

一
九
九
七
年
度
活
動
報
告

海
外
の
現
場
の
状
況
を
日
本
に
伝
え
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
行
っ
て
い
る
協
力
事
業
に
よ

り
、
さ
ら
に
幅
広
い
支
持
を
得
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
内
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
一
九
九
七
年
度
は
、
日
本
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
一
○
％
削
減
と
い
う
政
治
課
題
を

き
っ
か
け
に
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
改
革
の
議
論
を
政
府
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
双
方
と
共
に
活
発
に
行
っ
た

年
で
も
あ
っ
た
。

一
九
九
八
年
度
活
動
計
画

す
た
め
に
、
会
員
拡
大
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
や
各
種
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
・
参
加
し
た
。
ま
た
、
会

員
募
集
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ポ
ス
タ
ー

を
つ
く
り
、
最
新
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
伝
え
る
ビ
デ
オ
、
ベ
ト
ナ
ム
版
な

ど
を
製
作
し
た
。

◎
調
査
・
研
究
・
提
言
、
開
発
教
育
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
し
て
、
外
務
省
、

大
蔵
省
と
の
定
期
協
議
、
ア
ジ
ア
開

発
銀
行
や
海
外
経
済
協
力
基
金

（
○
画
○
巴
と
の
協
議
に
積
極
的
に
参

加
し
た
。
同
時
に
海
外
協
力
の
現
場

で
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
影
響
を
調
査
し
、
現

実
的
な
代
案
を
提
示
す
べ
く
、
タ
イ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
で
は

］
シ
ｚ
門
、
メ
コ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
ア
フ
リ

カ
日
本
協
議
会
、
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

二
○
○
一
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
自
治
体
国
際

協
力
推
進
会
議
な
ど
と
連
携
、
九
七

年
度
は
地
雷
廃
絶
日
本
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
（
君
国
ｃ
を
他
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
関
係
者

と
と
も
に
立
ち
上
げ
た
。

日
本
Ｏ
Ｄ
Ａ

の
開
発
戦
略

に
歯
止
め
を

か
け
、
地
域

の
利
益
を
最

大
限
守
る
シ

ス
テ
ム
を
確

立
す
る
こ
と

も
課
題
で
あ

る
。

開
発
教
育

で
は
、
教
材

の
製
作
と
そ

れ
を
使
っ
て

の
実
践
を
積

み
上
げ
、
機

関
誌
や
「
Ｊ

Ｖ
Ｃ
の
つ
ど

い
」
な
ど
の

場
を
活
用
し

て
、
開
発
教

育
に
利
用
で

き
る
情
報
を

提
供
す
る
。

各
種
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
Ｎ

Ｇ
Ｏ
と
の
関

係
は
積
極
的

に
維
持
し
て

い
く
。

広
報
・
会
員
・
収
益
事
業

一
九
九
八
年
度
も
、
現
地
か
ら
の

情
報
を
伝
え
る
報
告
会
、
講
演
会
、

「
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
つ
ど
い
」
な
ど
を
通
し

て
、
会
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
支
援

者
な
ど
と
、
共
に
考
え
行
動
す
る
た

め
の
場
を
作
っ
て
い
く
。

日
本
の
景
気
も
低
迷
し
て
い
る

が
、
南
の
国
々
で
は
経
済
的
に
も
社

会
的
に
も
環
境
的
に
も
、
さ
ら
に
厳

し
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
。

一
つ
の
地
球
に
同
時
代
を
生
き
る
こ

れ
ら
の
人
々
の
状
況
を
わ
か
り
や
す

く
伝
え
、
活
動
を
支
援
し
て
く
れ
る
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今
年
度
は
、
タ
イ
農
村
金
融
の
調

査
結
果
を
メ
コ
ン
流
域
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、

政
府
役
人
な
ど
と
共
有
す
る
こ
と
で
、

日
本
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
よ
る
農
村
開
発
の
援

助
モ
デ
ル
へ
の
代
替
案
を
提
示
す
る

こ
と
に
努
め
る
。
ま
た
活
動
現
場
に

お
い
て
、
他
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
連
携
し
て

◎
調
査
・
研
究
・
提
言
、
開
発
教
育
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

仲
間
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。
秋
に

は
ア
フ
リ
カ
を
テ
ー
マ
に
、
ま
た
年

度
後
半
に
ベ
ト
ナ
ム
を
テ
ー
マ
に
し

た
催
し
を
計
画
し
て
い
る
。



第
六
○
回
（
’
九
九
七
年
九
月
六
日
）

◎
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
法
人
化
に
つ
い
て

法
人
化
検
討
委
員
会
の
設
置
等

◎
執
行
委
員
会
の
年
間
日
程
調
整

総会｡執行委員会
報告
ＡＮＮＵＡＬＧＥＮＥＲＡＬＭＥＥＴｍＧ

ＥＸＥＣＵＴＩＶＥＣＯＭＭＩＴＴＥＥ

ＭＥＥＴＩＮＧＳ

第
五
九
回
（
’
九
九
七
年
五
月
三
一
日
）

◎
一
九
九
六
年
度
の
活
動
報
告

お
よ
び
決
算

◎
一
九
九
七
年
度
の
活
動
計
画

お
よ
び
予
算
案

◎
役
員
改
選
に
つ
い
て

◎
法
人
化
推
進
に
つ
い
て

昨
年
の
総
会
で
検
討
推
進
を
決
議

し
た
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
法
人
化
に
つ
い
て
は
、

そ
の
後
九
七
年
九
月
の
執
行
委
員
会

で
設
置
さ
れ
た
Ｊ
Ｖ
Ｃ
法
人
化
検
討

委
員
会
に
て
議
論
を
重
ね
て
き
た
。

そ
の
答
申
と
し
て
、
九
八
年
三
月
に

Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
第
一
六
回
会
員
総
会
を
、

六
四
名
の
出
席
者
を
も
っ
て
都
内
す

み
だ
女
性
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
た
。

例
年
ど
お
り
、
午
前
中
は
一
九
九

七
年
度
に
実
施
し
た
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
報
告
と
質
疑
応
答
で
あ
っ
た
。

昼
食
時
に
は
、
同
会
場
に
て
立
食

形
式
の
懇
親
会
を
持
ち
、
遠
方
か
ら

の
参
加
者
を
中
心
に
地
域
で
の
活
動

な
ど
に
つ
い
て
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

午
後
の
部
で
討
議
し
た
議
事
は
、

「
九
八
年
度
活
動
計
画
及
び
予
算
」
、

「
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
法
人
化
」
、
の
二
点
で

あ
っ
た
。
九
八
年
度
計
画
に
関
す
る

討
議
の
際
、
こ
こ
数
年
Ｊ
Ｖ
Ｃ
が
力

を
入
れ
て
い
る
農
村
に
焦
点
を
当
て

た
取
り
組
み
に
対
し
て
、
日
本
に
お

け
る
ラ
イ
ス
ス
タ
イ
ル
と
の
ギ
ャ
ッ

プ
を
埋
め
な
い
限
り
、
こ
う
し
た
取

り
組
み
に
共
感
を
得
る
の
は
難
し
い

の
で
は
と
い
う
問
い
か
け
が
あ
り
、

参
加
者
の
間
で
有
意
義
な
議
論
が
持

た
れ
た
。
今
後
折
り
を
み
て
、
な
ぜ
Ｊ

Ｖ
Ｃ
は
海
外
の
農
村
に
か
か
わ
る
の

か
、
日
本
の
農
業
や
農
村
と
の
関
係

は
、
な
ど
に
つ
い
て
、
機
関
誌
に
盛
り

込
ん
で
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
考
え
方
を
伝
え

つ
つ
、
議
論
を
継
続
し
た
い
。

第
一
六
回
会
員
総
会

（
’
九
九
八
隻
ハ
月
一
四
日
）

第
六
二
回
（
一
九
九
八
年
三
月
一
一
八
日
）

◎
九
七
年
度
の
活
動
報
告

◎
九
八
年
度
の
活
動
計
画

◎
法
人
化
準
備
に
つ
い
て

第
六
一
回
（
’
九
九
七
年
一
二
月
二
○
日
）

◎
法
人
化
検
討
進
捗
状
況

◎
財
政
難
の
打
開
と
広
報
戦
略
に
つ

い
て

Theagendafortheaftemoonsesslonsconsistedof2parts;ｌ)Planand

BudgetfbrFiscalYearl998,２)JVCbecomingajuridicalperson．

l)Therewasameaningfuldiscussionamongparticipantsontherea‐

sonswhyJVChasputtheemphasisonprojectsinruralcommunities

overthelastfewyears・Ｉｔｗａｓｆｅｌｔｔherewasahugegapbetween

currentJapaneselifestyleandsuchcommunities,soitwasdifficultto

getsympathyandsupportfromJapanesepublicforsuchprojects・

Wewanttocontinuethisdiscussioninourmagazme,explainingwhy

JVCworksinruralcommunitiesandhowthisisrelatedtoourwayof

lifei、Japan、

2)Asitwasdecidedatlastyear1sAnnualGeneralMeetingthediscus‐

sioncommitteewasformedinSeptemberl997,anddiscussedforJVC

toapplyfOrthestatusofjuridicalperson､Theysubmittedaproposal

totheAGMthisyeartoapplyforstatusasajuridicalperson､Itwas

approvedunan1mously・Asthenextstepintheprocess,apreparation

committeewillbeestablishedatthenextexecut1vecommittee・Ｔｈｅｙ

執
行
委
員
会

成
立
し
た
「
特
定
非
営
利
活
動
促
進

法
」
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
）
を
前
提
と
し
た
Ｊ
Ｖ

Ｃ
の
法
人
化
を
今
総
会
に
て
提
案
、

全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

今
後
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
次
回
の
執

行
委
員
会
に
お
い
て
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
法
人

化
準
備
委
員
会
を
設
置
、
九
八
年
一

二
月
一
日
の
施
行
日
を
目
標
に
申
請

準
備
を
進
め
る
。
で
き
れ
ば
一
一
月

下
旬
に
臨
時
の
法
人
設
立
総
会
を
開

催
し
、
施
行
と
同
時
に
申
請
で
き
る

よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Thel6thAnnualGeneralMeeting,Ｊｕｎｅｌ４ｔｈｌ９ｇＢ

Ｔｈｅｌ６ｔｈＡＧＭｏｆＪＶＣｗａｓheldtinSumidaWomenisCenter,Tokyo，

with64participants・

ThemomingsesslonsweredevotedtoreportsonJVCprojectsin‐

cludingaquestionandanswertime､Atbuffetlunchparticipantshad

achancetomeetoneanotherandexchangedthierinterestsandopin‐

ions．

willprepareforJVCtoapplyonDecember１，１９９８whichistheday

thelawwillcomeintoeffect､Wewillholdanextraordinarygeneral

meetingattheendofNovemberfordiscussiononthisissue，

ExecutiveCommitteeMeetings

５ｇｔｈＭｅｅｔｉｎｇ,Ｍａｙ３１１ｇｇ７

◎Reportonl996projectsandbudget

◎Proposalofprojectsandbudgetfor１９９７

．Selectionofcommitteemembers

◎Recommendationonapplyingfbrstatusofjuridicalperson

Ｓ０ｔｈＭｅｅｔｉｎｇＳｅｐｔｅｍｂｅｒ６１ｇ９７

◎DiscussloncommitteeestablishedtodiscussJVCapplyingforju‐

ridicalpersonstatus

◎PlanscheduleforExecutiveCommitteesnextyear

Ｓ１ｓｔＭｅｅｔｉｎｇＤｅｃｅｍｂｅｒｌ２１ｇｇ７

◎Inquiryintotheconditionsofacquiringstatusasjuridicalperson

◎Solvingfinancialproblemsandstrategyforpublicity

S2ndMeeting,Ｍａｒｃｈ２Ｂ１９ｇＢ

◎Reportonl997projects

◎Proposalofprojectsforl998

◎Preparingtoacquirestatusasajuridicalperson

l5Trial＆Errorl998/９－１０(NQl83）



1997年度貸借対照表
1998年３月３１日現在
ＡｓｏｆＭａｒｃｈ３１,１９９８

単位：円Ｙｅｒ

Trial＆Errorl998/9-10(No.183）１６

FＩＳＣＡＬ１９９７ＢＡＬＡＮＣＥＳＨＥＥＴ

*繰越金*現金及び預金

31/3/l998Ratel$＝￥133.10

BalancecarriedforwardDetailofCash＆Ｂａｎｋ

資産の部Assets

1．流動資産CurrentsAssets

現金及び預金＊Ｃａｓｈ＆Ｂａｎｋ

寸替金Receivab:eｓ

未収金Otherreceivabes

前払金Ｐ『epaiGexpenses

仮払金TemPOraryPaymentS

海外事務所現預金Overseasoffice,Ｃａｓｈ＆Ｂａｎｋ

流動資産合計Ｓ,lbtotaI

2．固定資産FixedAssets

建物Ｂｕｉｄｉｎｇ

保訂今Depositf〔)｢rent

長期貸侭金iongter｢諺､Ioan

出資今(未来バンク＞lnvestmentsircapta

固定資産合計SLlbtotal

資産の部合計Total

金額Ａｍｏｕｎｔ

173,490,199

2,360,635

37,863,000

1,000.000

3,760,000

109.745067

328.218901

13,000,000

12,245,000

10060,000

10.000.000

36.305.()００

364‘523,901

負債の部Liabilities

1．流動負債CurrentLiabiIities

源泉税等預り金Taxpayable

前受金ACvances｢eceived

流動負債合計Subtotai

２．固定負債FixedLiabilities

退職給与引当金Rese｢veforretirementa:Iowance

固定負債合言iSubtotal

3．剰余金の部Reserves

基本金Endowment

繰誠余＊Baancecfirriedfo｢ｗａｒｄ

剰余金合計Subtota

負債・剰余金の部合計Total

金額Ａｍｏｕｎｔ

Ｌ7二5‘０３９

38.057.472

39.772,511

24.000.000

24,0()0,000

１００，０００，０００

２００.751.390

30()罰751.390

364,523,901

'勾訳Detail

研究提言Adv(x〕acy

ｽﾀｯﾌ研修Ｓｔ<』苧Tra:'1ing

緊急救援EmergencyReliefI:und

事業安定ロ℃iectAdlustment：Ｕｎｄ

次年度繰越金Balance(>a｢｢iedf〔〕i-ward
－
’
一
一
一
一
口

今
ロ

金額Ａｍｏｕｎｔ

16.258.165

20.000.000

17.072.707

33.529.026

113,89Ｍ92

200,751.390

1.現金Ｃａｓｈ

円Ｙｅｎ

ドル＄

斎ン蛍Ｕ・KPounds

2.銀行Ｂａｎｋ

さくら銀行SakuraＢａｎｋ

東京＝菱鍾;f:房Bal-IkofTokyOMitsubisni

東京都民銀行Ｔｏ｢T･ｉｎＢ(:ink

朝其信用金庫AsaniShinyoKirko

:豊凱:信託銀行ＭitsしＴｊｓｆ＆Ｂａ噂】king

富士銀行FUiiBanK

三和銀行ＳａｎｗａＢａｎｋ

住友銀行Ｓｕ索itomoBank

東京相和銀行ｏＫｙｏＳｏｕｗａＢａｎＫ

3.郵便局PostaISaving

４.証券ＭＭＦ

舎程＋
■■aい■_

金額Ａｍｏｕｎｔ

3.282.506

1.837.312

112.880

59,467,599

2,081,533

36,874,357

10240,669

2016

278101

2,0()0,331

1,00(〕

30.425.522

6.884.485

20.001.888

173,490,199



監査報告書

1997年度活動収支計算書
ＦＩＳＣＡＬ１９９７ＦＩＮＡＮＣＩＡＬＲＥＰＯＲＴ

自1997年４月ｌ日至1998年３月３１日
FromAprill,l997toMarch31,1998収入Revenue 支出Expenditures

5.722.837

幣査委員

21.10

2.36

3．５２

4．１７

WehaveauditedthefinancialstateｍｅｎｔｏｆＪＶＣａｓｏｆ

Ｍａｒｃｈｌ９９８ａｎｄａｃｋｎｏwledgedthatrevenue,expenditures

fortheFiscall997andthebalancesheetwerebasedon

宮enerallyacceptedaccountingprinciples．

監査委員

1998年５月３０日

Ｍａｖ３０､1998

l7Trial＆Errorl998/９－１０(No.183）

ＴＮＤＥＰＥＮＤＥＮＴＡＵＤＩＴＯＲ'ＳＲＥＰＯＲＴ

日本国際ボランティアセンター（JVC）の1997年度決算につ

いて、監査の結果、事業は適正に実施され、また収支計算書お

よび貸借対照表は、一般に公正妥当と認められる会計原則に基

づいて作成されていることを認める。

内訳ＤｅＩａｎ－

タイＴｈ:,ｉＩ:m'１

モデル自然農園MOdどl血、，

住民組織支援Comm1唾LyD《welopment
農村調査ReserEhftj1R,lmlAren

スタ:ﾉ雪イーツアー・Ｓｔ,,dVmur

バンコク事務所ljangk｡kn厘Ｃｅ

東京管理費Admil:islmtonExpgnsesill型bkyp

プロジ．Ⅲ:クト費計SubtDal

カンボジアC8lmb《〕d血

技術学校プノンペンTcchnicalskⅢs:raininginPhonmPenh

技術学校シアヌークピ．,lノ亜EhniEalski｣MminnlginShjhall<jukvillc
持続的農拳と農村開発Suslainable雌ricull唾＆;ur1jldcvekjpmcn［
莞４社会福祉センター。Ｎ〔〕４SocialweIflrecenter

プノンペン事務所ＰI蟹KxxlPenI:｡瞳Ｃｅ

東京管理費AdminislraloJ:Ｅｘ陛畦鵠in‘rokyu

プロジェクト費計Submal

ラオスＬａＯｓ

農村開発(ピ･I:ンチヤン）Ruraidewlopment

カムアン地域開発Ｒｕ,．､Idevelop1neI:t＆如峰ｍｉ

;ごエンチャン事務所VicnUanccofnce

東京管理費AdInjmislwalonエxPensesinmokyo

プロジェクト費言一Submal

ベトナムviemflm

人材育成(ハイソォン)ﾕIumanz“ourcedevelopmcl1t

農村開発(フエRumldevclopmcnt

環境保全(フー>Envimnmcnmlpmtcction

とL箔改善(ベンチ＝>COmmunitydevGlcpment

職業訓練(ベンチ＆‐>VocfKionn]mini1,9
調査/地域開発(チャヴィン)Ｒｅ…h/Comml1n町devel〔)pment

八ノイ事務所ェＩｍ血趣ｅ
東京管理費AdmfnistramnExpen船§患TDkyo

ブロジ;_,クト費言;･SubuX｣１

エチオピア欧hiopi3l

アグロフォンスト;ノー・AgrDIOrcstry

牛活改善ComIIlunitydevclopmclLt

アジスアベバ事務所Addis八babfIo価Cｅ

東京管理費Adminjslm[onIﾖxpcn悪in電切ky(，

プロジェクト費計Subloal

パレスチナPalcstine

医療事業Heakhcare

聴覚者障害支援Hearingdi葛advanlagcdpcop1eOs眠悲ｔ

農業事業Ｒｕ副dcveIopment

ラ
理

詞
》

一事務所Ramn｣lah()fEEe

費Admini馬1噸kjIlExpenscsinTol《

ブロジ〒クi、費冒Submal

南アフリカ魚,ulllAbri“

職業訓績vbcnii･ml:rajnmg

農村開発RuIaldevelopmeI1L

子ども教育Education

‐ニハネスブルグ事務所J〔,h:u,僅譜burgO肱Ｃ

戻京管理費Admil1is[ratonExpen蔦e鵠inTokyo
プロジェクーミ費計Submal

ボリビア政,Iiviu

調査費l也鍵虻ｈ

サンタクルス藍

東京 Tokvo

ブロジ完クト費計Ｓｕｂｍ１

緊急救援Emex輝mCyRelicf

北朝鮮NorthK伽哩ａ

lネットワーク支援NeLwork

為替損睡dhanjzel〔〕霧

海外ブロジ量クト費言Tota］

国内Ｊ叩;、

調査研究･開発教育Advoca野

広報／機関誌製作PubIicRel銅on馬

国内ブi-iジェク．､費計Subtotal

管理部門Mminist"tion

事務所維持費ｏ血eleasc
人件費及び福利厚生費s城saI麺､
その他管理費OtI1eradmmistmlion

管理費言Subtnl訓

医罰雲雪･管理費合副
匡顛１

期首繰

期末繰

IpE旨差額Thisycai･『sbalnnce

BGginningOflhiSpenOd

Endof1Ilispcriod震

丙nW雨

金額ｙｃｎｌ

7‘435.323

3.669.818

2.969.783

908,350

3.930‘648

4251.929

23.165.851

6.192n682

14.664,219

ﾕ6,663,77」

2.140,041

9,768,974

5.16征63s

54.597.325

4.679,493

9.0991943

4229.972

ｎ.5二5,178

17.263297

6,312,052

：,921砿854

4,970.986

4,796,0N４

91098,967

3.372.322

59.250.670

5.481,204

4,9491127

4,567‘932

2.720.518

17,718,781

8.998

20878,676

ＬＯ枢250

4肝74:‘742

3-334.003

12.010.669

80.006297

5.371.499

503,024

2142,965

5.466.609

93.490.394

1,954,823

2909階１３８

131.289

4.995.250

2.195.556

16.590.361
2.251.824

299.998.926

5,670.911

16.629.052

「EE顧洞、可禰

11.011n740

34,754,795

14892.124

60.658.659

382,957,548

３i5,297

200.436.093

200.751.390

2.2J１５

開1MUFE圃爾

6０５

14.26

6.20

15-47

４．６３

24.41

1.30

0-57

1..ｉ

78.34

１５．８４

100.00
-

内訳DeIail

会費Member5I1ipnueS

募金Donamon

個人募金DonationnrDmhdjvidua】鮒

みどり一本募金DpnaIion姉ｍⅦdoIi

メサイア完ンサＲ募金Donauon血mBenemCbnCert

カレンダ・募金ＤｏｍｔｉｏｎｍｍＣ１１ｃｎ｢hｒ

募金言iS1IbtotIl

助成金Ｇｍｎｔ

団体助成金・寄付金DunationkoInP耐a[eOrgalljza回0雌
郵政省ボランティア貯金Vu1un唾v,鶴mSUvin質k,脱r､跡:dAid

助成金計Submtal

補助金Subusidy

園i単機関UNHCR

日本政府(外務省）JapaneseGovemment

日本政府〈大使館草の根）JaDaneseEmbass］
補助金計Submtal

その他Ｏｄ１ｅｒｓ

受取利息InteI,estlncome

雑収入（〕the臆

その他計submhll

収入合計Total

金額ｙｅｎ

14.760.500

80.858.970

9.036,252

13.500‘000

16.000000

93‘544.806

22854.000

116398.8【)６

96,857.525

28796-000

'1‘727.850

130.381.375

514.632

1.8223ｴ０

2.336.942

383,272‘845

9.395.222

厩弼E四Ｗ

3.85

３１.］

24‘4１

５．９６

30.37

25.27

７．５１

１．２３

３
妃

句
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議
蝿
蕊

鍵恐

ＦＩＳＣＡＬｌ９９８ＢＵＤＧＥＴ

自1998年４月ｌ日至1999年３月３１日
FromAprill,1998toMarch31,1999

支出Expenditures収入Revenue

プロジエクト費計Subtoal

種

内訳Detail 金額Ｙｅｎ

タイThajland

モデル自然農園Modelfaxm

住民組織支援CommunityDevelopment

NGO派遣研修ThaiNGOintemship

バンコク事務所Bangkokof6ce

東京管理費AdministratonExpensesinTokyo

7,435,000

4,578,000

2,823,000

2,148,000

4,121,000

プロジェクト費計Subtoal

カンボジアCambodia

21.105.000

技術学校プノンペンTechinicalskmstraininginPhonmPenh

技術学校シアヌークビルTechinicalskmshrajninginShjhanoukvme

持続的農業と農村開発SustainableagIicl1lture＆ruraldevelopment
プノンペン事務所PhnomPenhofEce

東京管理費Adminis廿atonExPensesinTokyo

1,690,000

13,517,000

21,540,000

9,923,000

4.800.000

プロジェクト費計Subtoal 51,470,000

ラオスＬａｏｓ

農村開発(ビエンチャン）Ruraldevelopment

森林保全と複合農業Communityfbrestry＆integratedagriculture
ビエンチャン事務所Vie而周n便eof6ce

東京管理費AdministratonExpensesinTokyo

8,590,000

11,000,000

1,930,000

6,000,000

プロジェクト費計Subtoal 27,520,000

ベトナムViPtn創、

人材育成(八イフオン)Humanresourcedevelopment
農村開発(フエRuraldevelopment

環境保全(フエ)Environmentalprotection

調査／地域開発(チヤヴイン)Reserch／Communitydevelopment
ハノイ事務所Hanoiofnce

貝萌ﾏ管理費AdministratonExpensesinTokvo

10,710,000

13,327,000

7,252,000

762,000

10,554,000

4.000.000

鱗

鐘蕊蕊

議蕊蔓

‘蕊1１濡
鍵
蕊

篭｜プロジェクト費計Subtoal 刈侭Ｒｎ貝、、、

エチオピアEthiopia

アグロフオレストリーAgrofbrestry
水汲み場改善Ruralwatersupplyimprovement
生活改善Householdaffairsimprovement
アジスアベバ事務所AddisAbabaof5ce

宋示営埋費AdministratonExpensesinTokvo

鍵
唖

4,700,000

4,600,000

7,320,000

5,500,000

3.800.000

難

鍵
捧
聡
率

鰯

１９９８年度活動収支予算

Trial＆Errorl998/９－１０(No.183）１８

410,055.000｜

灘

12,000.000

ワ月Ｇワ、、、、

パレスチナPalestine

教育事業Education

農業事業AgIiculturaljmprovement
ラマツラー事務所Ｒ局､升11ahof5ce

貝零ﾏ管理費AdminisbfatonExpensesinTokyo

;悪

鴬
蕊

6.200,000

3,600,000

3,500,000

2,700.000

蕊lLii蕊Ｉ 灘

プロジェクト費計Subtoal 16,000,000

南アフリカSouthAfrica

職業訓練Vocationaltraining
農村開発Ruraldevelopment

97.400.000

蕊灘

フロシエクト費計Subtoaj

緊急救援EmergencyRelief
北朝鮮NorthKorea

予備費Reserve

ナと七j教再Education

ヨ八ネスブルグ事務所Johanessburgofnce
F露可管理費AdministratonExpensesinTokyo
プロジエクト費計Subtoal

緊急救援EmergencyRelief
北朝鮮NorthKorea

予備費Reserve

4,500,000

9,900,000

6.700.000

58.000.000

難

1,500,000

4,990,000

13.070.000

130,500.000

4,000,000

2.000.000

11,000,000

32,000,000

15.000.000

19.560.000

6,000,000

3,375,000

4,000,000

332,495.000

内訳Ｄ蝿,jｌ

会費IwIembe率hipDues

募金DOnauOl，

個人募金ｒ〕〔mation師ｍｍｄＭｄ”1ｓ

みどり‐･本募金DomtiDn行umM1dOri

メiﾉ･イアーlン･ﾜ･‐卜募金DonmionfmmBcne5tConcerも

カレンダ.－募金DonationhomCalcndar

募金計･S1Ibl〕otnl

助成金Ｇ庇,nｔ

団体助成金･寄付､金Donationh･omPrivale<〕rganizaUoIls
郵政省ボランティア貯金VmIun唾P0噸lSavi雌『,,tmationalAid

助成金計SubtolJ

補助金Subusidy
国連機関UNHCR

冒本政府(外務省）JapancscGove｣mnenL
日本政府(大使癖草の根）Japane雛Emb;I馬s]ｉ
補助金諾SUbrDTal

その他ｏｔｈｅｒｓ

受取利息I､臆,℃stIncome
雑収入Other馬

－ー ー

その他計sUI,'〔叶副１

収入合言Total

金額Ｙｅｎ

16.000.000

61.855.000

10.000p帥

11,000,000

17.000.000

113.000.000

２５，００．０００

138.000.000

二15‘０００億000

30,000‘０００

１０．０００．０００

155.000.000

700.000

500.000

1.200.000

410.055.000

9.855.000

催成比％

3.91

１０．２１

２．４４

２．６８

４－１５

24.35

27.56

６．１０

33.65

2８．０５

7,32

2.44

37.80

0.17

0-]２

0２９

i00.00



民間団体・グループ

アーユス

相生カトリック教会

アイザ

愛知学泉女子短期大学･幼児教育科学生会

明るい社会づくり運動

(公)アジア・コミュニティ・トラスト

(財）イオングループ環境財団

ＥＣＣ地球救済キャンペーン

伊藤忠燃料(株）

犬養道子「みどり一本」募金

ＷＥＬＬ

浦幌町立診療所

大阪商工会議所

大阪市立高殿小ＰＴＡ

(財)太田慈光会

鹿沼青年会議所

神奈川ＪＶＣフレンズ

川越市内ライオンズクラブ

グループあ－も

グローバル市民基金「地球の木」

(財)研数学館

国分寺カンガルー

(財)国際開発救援財団

コープおきなわ

高知高校生徒会

使用済みテレカ・カンボジア基金

』ＶＣカレンダー事務局

ＪＶＣ国際協力コンサート「メサイア」

雲
識

鱗
袖

勢亀謬･食‘

PrivateOr貝anizationandGroups

ＡｓｉａＣｏｍｍｕｎｉｔｙＴｒｕｓｔ

ＡＥＯＮＧｒｏｕｐＥｎｖironmentFoundation

ECCEarthReliefCampaign

MichikolnukaiFundforGreen

LionsClubsinKawagoeCity

GlobalPeople'ｓＦｏＩｍｄａｔｉｏｎＥＡＲＴＨＴＲＥＥ

ＦｏＩｍｄａｔｉｏｎfbrlnternationalDevelopment/Relief

Co-opOkinawa

UsedTelephoneCardFund

JVCCalendarSecretariａｔ

ＪＶＣＢeneHtConcertMESSIAH

l9Trial＆Errorl998/９－１０(No.183）

ジャパンタイムズ

浄土宗東京教区青年会

浄土真宗本願寺派たすけあい運動募金
食品産業労働組合協議会

セイコー労組セイコーエプソン支部

世界の子どもたちと手をつなぐ会(JOF|Ｃ）
全国合鴨水稲会

新日本管財（株）互助会

真如苑

清泉女子大学・福祉環境委員会

全日本自治団体労働組合（自治労）

創価学会青年平和会議

長谷寺仏教婦人会

調布ＷＡＴ

(公)地球環境日本基金

天龍商事(株）

電力総連

(社)東京都八南歯科医師会

東京八王子いちょうライオンズクラブ

東京マイコープ

東京松下ライフエレクトロニクス労働組合

東京柳橋ライオンズクラブ

豊橋ライオンズクラブ

新潟国際ボランティアセンター(ＮＶＣ）

浜松青年会議所

(株)八□－ケイデイデイ

福音館書店みどり一本の会

富士ゼロックス(株)社会貢献推進部

宮十涌労働組合

毎日新聞社会事業団

三瀧寺

支援団体
SupportmgOrganization

Jodo-shuTokyoYouthAssociation

Shin-NihonKanzaiCo,,Ltd･CharityAssociation

Shilmyo-en

All-JapanPrefbcturalandMunicipalWorkersUnionUichiroRengo）

Souka-GakkaiYouthPeaceCouncil

ElectricPowerWorker1sUnion

NiigatalntemationalVolunteerCenter

HelloKDD

MainichiNewspaper,ＭainichiSoci81WelhreFoundation

MitsubishiElectricLaborUnion

MoralogylntemationalReliefCommittee

LaosChildren1sCelebrationDayCampalgn

LaosPostcardCommittee

RisshouKousei-kaiF1mdforPeace

みちしばの会

三菱電機労組社会活動推准墓今

みどり一本（京都）

みどりの木一本運動

モービル石油(株）

モラロジー国際救援運動推進委員会

横浜市国際学生会館バザー

ラオス子どもの記念日基金キャンペーン

ラオス古八ガキ委員会

ラブアース募金

立正佼成会一食平和基金

ワング､一ランド･マーケット

日本国内の公的機関

日本政府（外務省）

郵政省国際ボランティア貯金

環境事業団

(社)国際農林業協力協会

(財)東京国際交流財団

広島県

(財)広島県相互扶助会

国際機関

国際連合難民高等弁務官事務所(ＵＮＨＣＲ）

カナダ政府

五十音順

注：100,000円以上寄付・助成していただいた団

体を掲載しました。

Ｇｏｖｅｍｍｅｎｔｓ

MinistryofForeignAffairs,Japan

ThePostalSavingfbrlntemationalVoluntaryAidinJapan

JapanEnvironmentCorporation

AICARAssociationfOrlnternationalCooperationofAgricultureandForestly

TokyolnternationalFoundation

UnitedNation＆Overs色aｓ

UnitedNationsHighCommissionerfbrRefUgees(UNHCR）

CanadaＦｕｎｄ

Note:Organizationswhichcontributedandaidedl,000,000

ｙｅｎＪＶＣｏｒｍｏｒｅａｐｐｅａｒｉｎｔｈｉｓｐａｇｅ．



JVCスタッフ（１９９７年度）
JVCStaffinfiscall997

東京

熊岡路矢／谷山博史／磯田厚子／岩崎美佐子／
石丸敏子／奥野久美子／荻野洋子／倉川秀明／
清水俊弘／大崎洋一(鎌倉市から研修)／毒賀一仁／
高橋清責／谷山由子／冨安光子／中野恵美／
長野広美／中島弥生／松尾康範／山根譲／
渡辺勢津子

タイ

村上真平／杉山桂二／南亜希子／パイロウ・
モンコンブンルールート

カンポジア

JVCスタッフ＆役員
ＪＶＣＳｔａｆｆａｎｄ，

ExecutiveCommitteeMembers

ＴＯＫＹＯＯＦＦＩＣＥ

MichiyaKumaoka／HiroshiTaniyama／Atsuko
lsoda／Misakolwasaki／Toshikolshimaru／
ＫｕｍｉｋｏＯｋｕｎｏ／ＹｏｋｏＯｇｉｎｏ／Ｈｉｄｅａｋｉ
Ｋｕｒａｋａｗａ／ToshihiroShimizu／YoichiOsaki

(TraineesfromKamakura-shi)／ＫａｚｕｈｉｔｏＳｕｇａ／
KiyotakaTakahashi／YukoTaniyama／Mitsuko
Tomiyasu／EmiNakano／HiromiNagano／Yayoi
Nakajima/YasunoriMatsuo/YuzuruYamane／
SetsukoWatanabe

THATmAND

ShimpeiMurakami／KeijiSugiyama／Akiko
Minami／PairohMongkolboonluelert

CAMBOＤＩＡ山口誠史／馬清／尾立素子／チヤン・ナリン／
ポーン・ナディー／ノッブ・パウ／

ソー・トゥーイ／チャン・タニシ／パン・ソパル／
ソリー・シアック／マリー・チョムラン／チュム・チャンナレット

マヌー・クレメント・ペレイラ／チン・トラ

ラオス

渡辺龍也／七里和広／福田まゆみ／塚本和泉／皆見陽子／ワンサイ
ビポンサイ／クラープ・プイブニボン／コンドウァン・

プッタチャーン／ブンシン

ベトナム

伊藤達男／伊藤幸子／稲見圭／小西司／常葉勝／松本節子／ダオ･ティ・

トゥ・ガー／ホー・ティ・フォン・ダイ／レ・ヴィエト・トゥオン／

ホアン・ティ・し・八ン／ファム・コン・フィン

エチオピア

市来圭／ソロモン・エシャテ／タファセッチ・テセマ／ゼネブ・

メコネン／アラマイヨ・アベベ／アリ・シラジ／タショメ・デミセ

南アフリカ

津山直子／日方圭子／大島義幸／セレケ・マディマベ／ジャブ・

シベコ／ドゥドゥジィレ・ンカビンデ／シポ・ディカレ

パレスチナ

吉FR准佐藤真紀

ボリビア

北山恭子

有給スタッフ国内１８名海外５４名

代表：熊岡路矢

事務局長：谷山博史

(１９９７年４月～１９９８年８月に在籍したスタッフを掲載しました）

封W行委員

アイネス・バスカビル(Ｊｖｃメサイアｺﾝｻｰﾄ実行委員長)／足立房夫(財団法

人国際障害者年記念ﾅｲｽハート基金)／磯田厚子(女子栄養大学助教授､日本国際ボﾗﾝ

ﾃｨｱｾﾝﾀー ）／岩崎駿介(筑波大学助教授､市民ﾌｫー ﾗﾑ2OOl共同代表日本国

際ボランティアｾﾝﾀー 特別顧問)／大河内秀人(ｱー ﾕｽ=仏教国際協力ネットワーク理

事)／大野和興(ヅｬー ﾅﾘｽﾄ､ｱジｱ農民交流ｾﾝﾀー 事務局代表)／熊岡路矢(日

本国際ボﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀー 代表)／鴫紀晶(ﾜﾗポﾗ事務局長)／須田春海(市民

運動全国ｾﾝﾀー 世話人)／高田洋子(敬愛大学助教授)／田中優(グﾙー ブＫｌＫ

|）／谷山博史(日本国際ポﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀー 事務局長)／西沢純夫(Ｊｖｃボラン

ティアグﾙー ブ)／林達雄(日本国際ポﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀー 前代表)／原識彦(立命

館大学教授)／平野克己(アジア経済研究所)／船橋邦子(大阪女子大学女性学研究ｾ

ﾝﾀー )／星野昌子(敬愛大学教授社団法人神奈川人権ｾﾝﾀー 理事長日本国際ポﾗン

ﾃｲｱｾﾝﾀー 特別顧問)／本田徹(医師､ＳＨＡＲＥ＝国際保健協力市民の会代表)／

横川芳江(グ□-バﾙ市民基金｢地球の木｣代表）

藍沓委員

斉藤誠(熱帯雨林保護法律家ﾘｰグ､弁護士）／高塚直子(公認会計士）

会員数１８９０名（１９９８年５月末現在）

MasashiYamaguchi／KiyoshiUma／MotokoOdachi／ChanNarin／
PhoeuneNady／NopPouev／SarTouch／ChanDanith／PhanSophal／
SolySeak／MaryChamrorum／MannuClementPereira／Chum
Channareth／ChinTola

LAOS

TatsuyaWatanabe／KazuhiroShichiri／MayumiFukuda／Ｙｏｋｏ
Ｍｉｎａｍｉ／ＩｚｕｍｉＴｓｕｋａｍｏｔｏ／ＶａｎｈｘａｙＶｉｐｈｏｎｇｘａｙ／Kulap

Phouivunibone／KongDuanePhoutthachanh／Ｂｕｎｓｉｎ

ＶＩＥＴＮＡＭ

Tatsuolto／Sachikolto／KeiTnnmi／TsukasaKonishi／MasaruTokiwa／

SetsukoMatsumoto／ＤａｏＴｈｉＴｕＮｇａ／HoThiPhuongDai／LeViet

Tuong／HoangThiLeHang／ＰｈａｍＣｏｎｇＰｈｉｎ

ＥＴＨＩＯＰＩＡ

Keilchiki／SolomonEshete／TaffeseichTessema／ZenebeMekonen

AlemayehuAbebe／AliSiraj／ＴｅｓｈｏｍｅＤｅｍｉｓｓｉｅ

ＳＯＵＴＨＡＦＲＩＣＡ

ＮａｏｋｏＴｓｕｙａｍａ／KeikoHikata／ＹｏｓｈｉｙｕｋｉＯｈｓｈｉｍａ／Seleke

Madimabe／JabuSibeko／DuduzileNkabinde／SiphoDikgale

PALESTINE

SusumuYoshida／MakiSato

BOLIVIA

YasukoKitayama

ThenumberofpaidstaffinJapanl8Abroad54

President:MichiyaKumaoka

SecretaryGeneral:HiroshiTaniyama

ListofJVCpaidstaffduringtheperiodofAprill96toMarch197

ExecutiveCommitteeMembersinfiscall997andl998

lnezMBaskerville（ConcertMessiahChairperson）／FusaoAdachi(Executive

Director,CommemorationoflYDPNiceHeartFoundation）／AtSUkOISOda(Associate

Professor･KagawaNutritionUniversity）／ShUnSUkelWaSaki(Pro化ssor,TsukubaUni‐
versity〔CityPIanning〕，Co-Chair,Peoples1Fomm2001,SpecialAdvisor,JapanlntemationalVolun‐
teerCenter）／HidehitOOkochi(Director,ＡＹＵＳ〔InternationalCoopertionNetworkof
Buddhism〕）／MiChiyakUmaOka(President,JapanlnternationalVolunteerCenter)／

ToshiakiShima（ExecutiveDirectorwalavola）／KazuokiOhno（Journalist

〔Agriculture,RuralDevelopment,Food〕，Director,AsianFarmersExchangeCenter）／

HarumiSuda（shiminundouzenkokucenter）／YokoTakada（AssociatePro‐

fessor,KeiaiUniversity,YuuTanaka,GroupKIKI)，HirOShiTaniyama(Executive
Director,JapanlnternationalVolunteerCenter）／SUmiONiShiZaWa(Thememberof

VolunteerGroup,JapanlnternationalVolunteerCenter）／TatSUOHayaShi（fbrmer
President,JapanlnternationalVolunteerCenter）／TakehikOHara（Professor，

RitsumeikanUniversity)／KatSUmiHiranO(InstituteofDevelopingEconomy〔IDE〕)／

KUnikOFUnabashi（Professor,Women1sStudiesCenterOsakaWomenIsUniversity，
Coordinator,AsianWomenisConferenceNetwork)/MasakOHOShinO(Professor,Keiai

University,TheChiefDirector,KanagawaHumanRightsCenter,SpecialAdvisor,Japan

lnternationalVolunteerCenter）／ToruHOnda（MedicalDoctor,President・SHARE

〔ServicefortheHealthinAsian＆AfricanRegion〕）／YoShieYokOkawa

(Representative,Grobalpeople1sfoundation〔EARTHTREE〕）

Auditoｒ

MakotoSaito（Attorneyatlaw）／NaokoTakatsuka（CPA）

ＴｈｅｎｕｍｂｅｒｏｆＪＶＣｍｅｍｂｅｒｓｉｓｌ,890ａｓｏｆｅｎｄｏｆＭａｙｌ９９８．
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ＪＶＣｃａｍｅｓｏｕｔｖａ｢iousactivitiesalsoinJapantoinformwhatis

golngonindevelopingcount｢iesirlordertogainwide｢supportfo「
Cu｢ove｢seasactMties

lnl997itwasdecidedthattheamountofJapan'ｓＯＤＡ(Official
DevelopmentAssistance)ｗｏｕｌｄｂｅｒｅｄｕｃｅｄｂｙｌＯ％・Ｔｈｅgovern‐
mentandNGOIstookadvantageofthisissuetodiscussrefo｢ｍｓＩｎ

ｔｈｅＯＤＡｐｒｏｇ｢a、．

ＡｓｗｅｅｍｂａｒｋｉｎｔｏｌｇｇＢ,ｔｈｅｒｅａ｢ejust2yearstogountilwe

celeb｢atethe20thannIve｢sa｢ｙｏｆｔｈｅわundingofJVClthasgradu‐
allybecomemorewideiy｢ecognizedbutthetimehascometolook

atandquestionouractMties･TheActforCitizensActivitiesor

ＮＰＯＡｃｔｈａｓｂｅｅｎｐａｓｓｅｄａｎｄｉｎｔｈｉｓｙｅａｒｍａｎｙＮＧＯｓａ｢ｅｉnthe

processofchangingtheirstatusWemustn'tfo｢getou｢ｏ｢iginal

intentions､ltisimportanttolookatthest｢ucturesbehinddifferent

socialprｏｂｌｅｍｓａｎｄｔｏｂｅａｂｌｅｔｏｆｅｅｌｔｈｅｐａｉｎofthosepeopleat

thebaseofthosestructures．

Activities,Ｆｉｓｃａｌｌ９９７

Pub1icRelations,Membership,＆FundRaising

OurmagazlnewaspublishedlOtimeslastyearandincludedthe

latestreportsonourprOjects､Wealsoheldmeetingsandsymposia

o、averagetwiceorthreetimesamonth,inwhichourstaffgave

reports、Ourcustomary1JVCgathering↑washeldinNagoyawith

about60peopleparticipating、

Despitethesluggisheconomy,westillreceivedsupporthfommany

peoplethroughdonations,thesaleofourJVCcalendarandpost

cards,ＣＯⅡectingusedtelephonecardsandincorrecdywrittenpost

cards,UnJapan,amistakenlywrittenpostcardisexchangedata

discountrate)．Inaddition,weheldamembershipcampalgnand

valiouskindsoffestivalsandeventstogetmorepeopleinterestedin

JVCandincreaseoursupporters・Werevisedpamphletsandpost

erstopromotemembership,andproducedavideoonourlatest

prOjectinVietnam．

Survey,Research,Advocacy,DevelopmentEducation,＆Networking

WehavebeenparticipatingactivelyinregulardiscussionswithJapa

neseagenciessuchastheMinistryofForeignAff8irs,Ministryof

FinanceandOverseasEconomicCooperationFund(OECF),aswe1

asAsiaDevelopmentBank,ｔｈｒｏｕｇｈｔｈｅＮＧＯｎｅｔｗｏｒｋｗｅｈａｖｅ

developed･AtthesametimeJVCstartedastudyo、ＢＡＡＣ's田ank

ofAgricultureandAgriculturalCooperation)creditfbrfarmersf‐

nancedbyOECFinThailand,Thepurposesofthisstudyareto

investigatedirectlythein1uenceofＯＤＡａｔｏｖｅｒｓeasco-operation

sitesandtofOrmulatealternativeproposals．

Wepreparedmatelialsondevelopmenteducationandwetriedto

putthemintopracticeondjfferentoccasions・Wedrewfromour

expenenceswiththeeducationalkits'CambodiaBox'and1Vietnam

２１Trial＆Errorl998/９－１０(No.183）

Box1byprepalingsamekindofBoxesforothercountries・

Inl996weworkedinpartnershipwiththelocalgovernmentby

acceptingastafftrainee世omYokohama-cityandthisyearweac‐

ceptedanotheronehomKamakura戸city．

Weco-operatedwithanetworkofotherNGOs‐JANIC(Japanese

NGOCenterfbrlnternationalCooperation),theMekongWatch，

People1sForumonCambodia,theAhica-JapanForum,thePeopleis

Forum2001andotherinternationalco-operatlonpromotionmeet

ings・nll997weestablishedtogetherwithotherNGOstosupportthe

JapanCampaigntoBanLandminesOCBL)．

PlansfbrFiscallggB

PublicRelations,Membership,＆FundRaising

h1998weplantoholdoverseasprojectsreportmeetlngs,lectures，

andthe1JVCgathering↑togiveourmembers,volunteersandsup‐

porterslheopportunitytogettogetherandthinkofourwaystowerd

thefuture,Japanisstillsufferingiomasluggisheconomybutthose

countliesespecialyinSoutheastAsiaareinamorecliticalcondition

economically,sociallyandenvironmentally,WeareallⅡvingonthe

sameplanetandwantmorepeopletobeawareoftheconditionsof

peopleinotherlandsandsupportthem,Weareplanningtoholdan

eventonthethemecfAhicainthefallandoneonVietnamtowards

theendofthefscalyear．

Survey,Research,Advocacy,DevelDpmentEducation,＆Networking

TheresultofoursurveyonEnanceinThai1svillagesisthisyearto

sharewithotherNGOsinMekongreaglonandwithgovernment

o伍cialsonaltemativeproposals,Wealsowanttoco-operatewith

otherNGOstochangeJapan1sODAdevelopmentsbategyandes‐

tablishasystemthatwmprotecttheinterestscfeachcommunityto

them派im11m

Wewillofferinfbrmationondevelopmenteducationthroughteach‐

mgmaterials,ourmagazineandtheJVCgathering、

WewillcontinuetobeactivelyinvolvedwiihvaliousotherNGOs．
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newactivitiescommenced､Sincethen37tonsofcookingoiland

l54tonsofnutritiousfOodhavebeensuppliedtodaynurseries

inSouthPyong-anProvinceandlltonsofriceandmaizehave

beensuppliedtokindergartens．

TheDemocraticPeople'ｓＲｅｐｕｂｌｉｃｏｆＫｏｒｅａ（ＮｏｒｔｈKorea）is

geographicallyoneofthecloseｓｔｃｏｕｎｔｒｉｅｓｔｏＪａｐａｎｈｏｗｅｖｅ｢，
ｔｈｅｒｅｈａｖｅｂｅｅｎｎｏｄｉｐｌｏｍａｔｉｃ「ｅｌａｔｉｏｎｓａｎｄｉｔｈａｓｂｅｃｏｍｅａ

ｄｉｓｔａｎｔｃｏｕｎｔ｢y,Ｔｈｅｇ｢ｅａｔｆｌｏｏｄｓｉｎｌ９ｇ５ｇａｖｅＮｏ｢ｔｈＫｏ｢ea

theoppo｢ｔｕｎｉｔｙｔｏｓｅｅｋａｉｄｆｏｒｔｈｅｆｉｒｓｔｔｉmethroughUnited
NationsagencIeｓａｎｄｏｔｈｅｒｏ｢ganizations.'ｎｌｇｇ６ＪＶＣｆｏ｢med
anNGOnetworkofreliefforNorthKo｢eawithothe｢ｇ｢oupsand

helpedintheformoffoodaiｄ

Ａｄｄｅｄｔｏｎａｔｕｒａｌｄｉｓａｓｔｅ｢s，ｔｈｅｆａｉｌｕｒｅｏｆａｇｒｉｃｕｌｔｕ｢ｅｈａｓ

ｂ｢oughtaboutthesoildegradationanddeterio｢ationofwater

preservationwhicｈｈａｓ「ｅｓｕｌｔｅｄｉｎｆａｍｉｎｅｌｎｌ９９７ｄ｢oｕｇｈｔ

ａｎｄｈｉｇｈｔｉｄｅｓａｌｓｏｈｉｔｔｈｅｃｏｕｎｔｒｙ,ａｎｄｔｈｅｓｉｔｕａｔｉｏｎｉｓｍｏｖｌｎｇ

ｄｏｗｎａｐｒogressivelywo｢ｓｅ「ｏｕｔｅＡｌｔｈｏｕｇｈｗｅｃａｎａｖｅ｢ｔｔｈｅ

ｃｕｒ｢entcatast｢opheth｢oughintemationalaid,itisstilldifficult

tofindasolutiontothefundamentalfoodproble、．

InNovemberavisittoNorthKoreawasarrangedtoseethe

actualextentofthecurrentfoodshortagelnorderｔｏｋｎｏｗ

ｈｏｗｔｏｈｅｌｐｗｉｔｈａｉｄｆｒｏｍｎｏｗｏn.Howeverthereceivingorga‐

nizationhadchangedfrom1FloodDamageRehabilitationCom‐

mittee'to1Over

seasCulturalLiaisonAssociationIsowecouldonlydoasurvey

inSouthPyong-anProvinceAsaresult,wedependedonWorld

FoodProgram(WFP)gettmgagoodgraspofthefbodsituation

inthewholeofNorthKorea．

Despitethedifficultci｢cumstancesbyeconomlccrlsesinSouth

Ko｢ｅａｔｈｅｐｅｏｐｌｅｓ１ｓｅｃｔｏｒｏｆＮＧＯｓｈａｓｇ｢ownandhavemade

appealsfocusingoｎｔｈｅＮｏｒｔｈＫｏ｢easituationlnthelong｢ｕｎ

ｉｔｍａｙｂｅｔｈｉｓｐｅｏｐｌｅｓ'Sectorthatwillbethemotivatingfo｢ｃｅ

ｉｎｂ｢ｉｎｇｉｎｇａｂｏｕｔａｍｏｒｅｃＭｌｓｏｃｉｅｔｙｉｎＥａｓｔＡｓｉａ

ＪａｐａｎｅｓｅＮＧＯｓａｎｄｃｉｔｉｚｅｎｓ'ｇ｢ｏｕｐｓａｌｓｏｎｅｅｄｔｏｈａｖｅｐｒｅ‐

cisehistoricalunderstandingoftｈｅｐａｓｔａｎｄａｐｏｓｉｔｉｖｅｏｒｌｅｎ‐

tationtowa｢dsthefutu｢ｅｔｏｃｏ－ｏｐｅ｢atewithpeopleinestab‐

lishinganintemationalcivilsocietyandworktogetheronthe

subjectsofpeaceandstabilityintheKoreanpenlnsulaand

EastAsia

Ｏｎ９ｔｈＤｅｃｅｍｂｅｒｔｈｅｒｅｗａｓａＮＧＯｃｏ－ｏｐerationsymposlum

andaKoreancitizensgroupstartedanappealknownas1Share

aMealMovementIon25thApril,Throughtheseactivities,an

intemationalnetworkwasconstructedinJapan,ＵＳＡａｎｄＫｏ‐

rearegardingthestarvationprobleminNorthKorea‘

OutsideNorthKoreaweco-operatedwithothergroupsinbring‐

ingemergencyaidforthenoodvictimsinCambodiaandvic‐

timsofthedroughtinPapuaNewGuinea．

ＰｌａｎｓｆｏｒＦｉｓｃａｌｌ９ｇＢ
Activities,Ｆｉｓｃａｌｌｇｇ７

Inl998wewillfocusonSouthPyong-anProvince(thearea

sufferingfromdrought）concentratingoninfantsandnursing

mothers,wewillprovidemilkandnutritiousfood､Ｗｅｗｉｌｌｅｘ‐

pandtheco-operationthatstartedinl997withINorthKorean

FoodSupportLiaisonGroupIandsendNGOrepresentatives

fromJapan・InternationallywewillsupporttheNGOIKorean

BuddhistSharingMovement1intheir1ShareaMealMovement’

andwewillalsoco-operatewithpeopleinEurope，USAand
otherAsiancountries．

lnJuneNorthKoreaReliefCampaignCommitteeiwasrenamed

IReliefCampaignCommitteeforChildren,Japan(RCCJI97)ｌａｎｄ

themembe｢sofReliefCampaignCommitteeforChild｢en,Japan

,織鱗雛
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Wewillattendtheround-tablemeetingonlAgriculturalRecov‐

eryandEnvironmentalProtection1sponsoredbyUNDP(United

NationsDevelopmentProgramme)whichwillbeheldinGeneva

on28thand29thMay､Thiswillgiveustheopportunitytostart

workingonlong-termandfundamentalagriculturalandenvi‐

ronmentalprojects､Japansharessimilarnaturalfeaturesanｄ

ｃｌｉｍａｔｅｗｉｔｈＮｏｒｔｈＫｏｒｅａｓｏｗｅｗａｎｔtoestablishacoImection

andexchangeaboutenvironmentallyfriendlyagricultureand

organicfarming．



worktogetherwithastaffstayinginthecountryonasurvey，

lookingintothepossibilityofestablishingaconcreteassocia‐

tionwithC･ＣＣ.Ｈ，

C､Ｃ､ＣＨ・proposedproJectssuchasgrowingmaizeatcommunal

farmswiththeaimofprovidingpeoplewithemploymenｔｏｐ‐

portunitiesandatthesametimestre､gtheningtheorganiza‐

tion､HoweverbothsidescouldnItreachamutualagreementon

theprojectfeasibility．

Theuseofchemicaldyesissupplantingthatofnaturaldyes，

whicharebeginningtodisappear,soaspecialistindyeingtech‐

niqueswasdispatchedtoCIDAC,aBolivianNGQtolookinto

this・Shevisitedindigenouspeople1splaces,askingpeopleand

organizingworkshopsabouttheuseofdyes・Thereportand

catalogswerepublishedlnsomeplaceswherethesetechniques

ofnaturaldyeinghavealreadydisappeared,thevillageelders

presentedoldtechniquesforthissurvey．

２３Trial＆Errorl998/９－１０(No.183）

Ｏｖｅｒｔｈｅｎｅｘｔｙｅａｒｗｅｗｉｌｌｃｏｎｔｉｎｕｅｔｏｓｕｐｐｏｒｔｔｈｅｗｏｒｋｏｆ

Ｃ.Ｃ,ＣＨ.,anassociationwhichisworkingamongtheGuarani

peopleintheDepartmentofChuquisacainBolivia,intheir

projectofrecordingoraltraditions・

Wewillalsocontinueouractivitieswithothergroupsinthe

overseasnetworksuchastheCambodiaNGOForumandINatu-

ralFarminglnfbrmationIinThailandanｄｓｏｏｎ．

TheGuaranIa｢ｅａｎｉｎｄｉｇｅｎｏｕｓｐｅｏｐｌｅｌＭｎｇｉｎＢｏｌｉｖｉａ,Ｓｏｕｔｈ

Ａｍｅ｢Ｉｃａｌｎｔｈｅｐａｓｔｍａｎｙｏｆｔｈｅｍｗｅｒｅｂ｢oughttolarge
estancia(ranches）ｗｈｅｒｅｔｈｅｙｗｅｒｅｆｏｒｃｅｄｔｏｌｉｖｅａｓｓｅｍｌ‐

ｓｅｒｆｓｆｏ「ｍａｎｙｙｅａｒｓ、Ｔｈｅｐｅｏｐｌｅ‘ｓｏｒｇａｎｉｚａｔｉｏｎｋｎｏｗｎａｓ

ＣＣ・ＣＨ.,ＴｈｅＬｉａｉｓｏｎＣｏｍｍｉｔｔｅｅｏｆｔｈｅＧｕａｒａｎｉＣａｐｉｔａｎｓｉｎ

ＣｈｕｑｕｉｓａｃａＩｓｗｏｒｋｉｎｇｉｎｔｈｅＤｅｐａ｢ｔｍｅｎｔｏｆＣｈｕｑｕｉｓａｃａｔｏ

ｌｍｐｒｏｖｅｔｈｅｌＭｎｇｃｏｎｄｉｔｉｏｎｓｏｆＧｕａｒａｎｌｐｅｏｐｌｅprovidingedu‐

cationandhealthcarefacilities､JVCexploredthepossibilities

oftｅａｍｌｎｇｕｐｗｉｔｈＣ.Ｃ､ＣＨ・ｏｎｔｈｉｓｐ｢ojecto｢gMngothersup‐
ｐｏｒｔ．
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Activities,Ｆｉｓｃａｌｌ９９７

ＣｏｍｐｉＩｉｎｇＲｅｃｏｒｄｓｏｆＮａturalDyeingTechniques
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NeverthelesswewillmaintainourrelationshipfOrthecoming

yearbyindirectco-operationwiththeirprojectofrecordingon

videothoseoraltraditionsonthevergeofdisappearlngand

otheraspectsofGuaraniculture．

Co-operationwithC.Ｃ･ＣＨ・

InAugust,JVCsent2staffmembersfromTokyoiｎｏｒｄｅｒｔｏ

Weworktogethe｢withpeople1sorganizationsandoｔｈｅｒＮＧＯｓ

ｏｖｅｒｓｅａｓ、Ｗｅｗａｎｔｔｏｄｅｅｐｅｎｏｕｒ「ｅｌａｔｉｏｎｓｈｉｐｗｉｔｈｔｈｅｓｅ

ｇ｢ｏｕｐｓａｎｄｇｉｖｅｓｕｐｐｏｒｔｔｈａｔｉｓａｐｐｒｏｐriatefortheareasthey

a｢ｅｗｏｒｋｉｎｇｉｎ

ＰｌａｎｓｆｃｌｒＦｉｓｃａｌｌｇｇＢ
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舘酪

ｌｎｌ９ｇ３１ｓ｢aelandPalestineslgnedthepeaceag｢eementknown

astheOsloAccord・Howeve｢slncethenve｢ｙｓｌｏｗｐ｢ogresshas

beenmadetowa｢dsPalestinianautonomy､ｌｎＭａｒｃｈｌ９９７,act-

lngcontra｢ｙｔｏｔｈｅｐｅａｃｅａｇ｢eement,ｔｈｅＮｅｔａｎｙａｈｕｒｅｇＩｍｅＩｎ

ｌｓ｢ａｅｌｓｔａｒｔｅｄａｇａＩｎｏｎｃｏｎｓｔ｢uｃｔｉｏｎｏｆａｎｅｗＪｅｗｉｓｈｓｅｔｔｌｅ‐

mentareainEastJerusalem

Ontheothe「handtheinfrastructurehasgraduallycomeunder

controlth｢oughtheassistanceofdevelopednationsandinte｢‐

nationalagencies､Therehavealsobeenmovestowarddialogue

onthelevelofthepeopleofls｢aelandPalestineregardingsuch

topicsasenvl｢on、entalproblems．

|ｔｉｓｔｈｏｕｇｈｔｔｈａｔｔｈｅｇｅｎｅ｢almeanlngofco-operationinthe

cu｢｢entcircumstances,isthatpeoplasharingthesameprob‐

|emsandthinkingofpeace,havetoexisttogethe「ｓｕ｢mounting

religion,ethnicityandthegovernment、

ＪＶＣｗｏｕｌｄｌｉｋｅｔｏｈａｖｅｍｏ｢ｅｎｅｔｗｏｒｋｓｉｎｏｔｈｅ「ａｒｅａｓｏｆｔｈｅ

ＭｉｄｄｌｅＥａｓｔａｓｗｅｌｌａｓｉｎＪａｐａｎ,ｌｎｏｒｄｅ「ｔｏｗｉｄｅｎｔｈｅｖｉｓｉｏｎｏｎ

ｔｈｅｔｈｅｍｅｏｆｃo-existinginpeace,throughourexchangepro‐

g｢amsineducationandcultu｢alactMties､Wealsowanttomake

effortstoove｢comeconfrontationandcreatethepossibilityof

co-existencebyconcernlngpeopleoflsraelandPalestinewith

globalissuessuchasenvl｢onmentalp｢oblems．

Hea｢ingimpairedchild｢enfeatu｢eｄ

Activities,Ｆｉｓｃａｌｌ９ｇ７

SupportfortheHearinglmpairedChildren

JVCcompletedourworkonthesignlanguagetutorialvideofOr

hearingimpairedchildren,workinginconjunctionwithatelevi‐

sionproductioncompany,Itfeaturedteachersandchildrenfrom

aschoolfbrthehearingimpairedintheWestBanklttooksome

timetocompletefbrseveralreasons,ｏｎｅbeingthebombingsin

JulyandSeptemberl997.ThisledtothesealingoffofthePales‐

tinianterritories,whichrestrictedproductionofthevideo，Thirty

completedvideosweredeliveredtoschoolsfbrthehearingim‐

pairedｏｎｔｈｅＷｅｓｔＢａｎｋａｎｄｉｎｔｈｅＧａｚａＳｔｒｉｐ,andarebeing

usedinsignlanguageeducatio､．

Survey

FiveyearshavepassedsinceJVCstarteditsactivitiesinPales‐

tine・Personsinchargecarriedoutanup-to-datesurveyinl997

toassessthecurrentsituationandconsiderhowtoprogressfrom

thispointTheresultsledtothedecisiontomakeeducation，

culturalactivitiesandagriculturethemai、areasoffocus．

ＰｌａｎｓｆｏｒＦｉｓｃａｌｌ９ｇ８

F｢lIIcationandCuIturaIActivities

JVCwillestablishalibraryinSpaffbrdChildren1sCentersituated

inJerusalemisOIdCity､Ｔｈｉｓwillbeusedtoholdeducational

workshopsonpeaceandtheenvironmentaswellasgivingthe

opportunityfbrchildrenlivingindifficultconditionsoftheold

citytoreadbooks．

Wewillsendsecond-handpianostoPalestinefromJapanfor

musiceducationandmusictherapy・WewiUholdpeaceconcerts

inJapanandPalestinewherechildrencanparticipateandex‐

changetheirculture･

JVCwiuholdaworkshopgivingdrawingmaterialsandpaperto

childrenandaskingthemtodrawpicturesonthethemeofpeace･

Thesepicturesandpoemswillthenbecollectedandcompiled
intoabook，

JVCwillalsoactasanagenttoencouragefriendshipbetween

JapaneseandPalestinianhighschools・Studenttostudentcom‐

municationproducesagoodoccasionfOryouthtotacklethecon‐

をontationbetweenJewsandArabs．

Agriculture

JVCwillcarryouttrainingonagriculturewithoutharmingthe

ecologicalsystemforfarmersinWestBankandGazaStrip,in

cooperationwithPARC〈PalestinianAgriculturalRelief

Committees),anewcounterpart

PＡＲＯｓｄｅｍｏｎｓｔｒａｔｉｏｎｆａｒｍ

TrialandErrorl998/9.10(No.183）２４
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alsoheldtrainingworkshopsonsustainableagricultureand
environmentwithPELUMalocalnetworkingNGOspecializ-
inginagricultureandenvironmentissues,targetedatleaders
fromrespectiveruralcommunities・

ChiIdren1sEducation

ｌｎｌｇｇ４ＳｏｕｔｈＡｆ｢ｉｃａｗｅｌｃｏｍｅｄｉｔｓｆｉ｢stdemocraticgovem‐
ｍｅｎｔｕｎｄｅｒｗｈｉｃｈｂｌａｃｋｐｏｐｕｌａｔｉｏｎｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇｏｆＢＯ％ofthe
totalpopulationgainedthｅ「ｉｇｈｔｔｏｖｏｔｅｆｏｒｔｈｅｆｉｒｓｔｔｉｍｅ

Ｙｅｔ,theeconomicandsocialdifferenceｓｃｒｅａｔｅｄｂｙｔｈｅＡｐａｒｔ‐
heidregimearestilleminentamongstraces、Sinceitsincep‐
tｉｏｎｉｎＳｏｕｔｈＡｆ｢ica,ＪＶＣｈａｓｐｒｏｖｉｄｅｄａｓｓｉｓｔａｎｃｅｔｏｗａ｢ｄｔａｒ‐

getpopulationg｢oupswhowe｢ｅｄｅｐ｢ivedofrightsandaccess
tooppo｢tunitiesand「esourcesundertheoldpoliticalsystem･

JVChasemphasizedself-｢elianceoftheta｢getpopulationand
thei「contributionｔｏｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔｏｆｒｅｓｐｅｃｔｉｖｅｃｏｍｍｕｎｉｔｉｅｓ

ｉｎｗｈｉｃｈｔｈｅｙｌｉｖｅｔｈｒｏｕｇｈimplementationofvocationaltrain‐

IngprogramthatincludedsuchareasasAgricultu｢e,Ｂｕｉｌｄｉｎｇ

ＳｅｗｉｎｇａｎｄＡｃｃｏｕｎｔｉｎｇ・Ｔｈｅｐ｢ｏｇ｢ａｍｃａｔｅ｢ｅｄｎｏｔｏｎｌｙｆｏ「

SouthAfricannationals,ｂｕｔａｌｓｏｆｏｒｒｅｆｕｇｅｅｓｆ｢ｏｍｏｔｈｅｒＡｆ｢i‐

ｃａｎｃｏｕｎｔｒｉｅｓｗｈｏｓｅｎｕｍｂｅｒｈａｓｂｅｅｎｉｎｃ｢eａｓｉｎｇｉｎｒｅｃｅｎｔ

ｙｅａ｢ｓｓｉｎｃｅｔｈｅｄｅｍｏｃ｢atizationofthecountry、

Activities,Ｆｉｓｃａｌｌｇｇ７

JVCprovidedstudymaterials,scholarshipsforteachersand

renovatedschoolfacilitiesofBuyaniPrimarySchoolinFine

TownSquatterCampMaterialassistancewasglventoMabala
StreetChildren1sHomeinSoweto．

ＰｌａｎｓｆｏｒＦｉｓｃａｌｌｇｇＢ

VocationaITraining

JVCwmtarget500beneficiaries,bothSouthAfricannationals

andrefugeeswhowillbegivenscholarshipstoattendvarious

trainingcentersandschools・Prioritywillbegiventoyouths

andwomeninruralareas・CounselingwillbeprovidedtorefU‐

geeswhoresideinurbanareas．AnEnglishclasswillcontinue

tocaterforrefugeeswhodonotspeakEnglish

RuralDevelopment

JVCwillcontinuetoworkinpartnershipwithPELUMand

otherlocalNGOstoimplementtrainingprogramsonenviron‐

mentandagricultureincludingthefollowingtopics:practiceof

sustainableagriculture;housingconstructionusinglocalmate‐

rialsandresources；ｐａｒｔｉｃｉｐａｔｏｒｙｒｕｒａｌｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ

ｍethodology;tralnerstrainingonsustainableagricultureand

environment，TheprogramwilltargetleadersoflｏｃａｌＣＢＯｓ

ａｎｄＮＧＯｓ,cateringforatotaloftwohundredandfiftypartici‐

pants，

ChildreｎｌｓＥｄｕｃａｔｉｏｎ

ＶｏｃａｔｉｏｎａｌＴｒａｉｎｉｎｇ

mpartnershipwithUNHCR(UnitedNationsHighCommissioner

forRefugees)JVCprovidedscholarshipstoatotalof520South

AfricannationalsandrefugeesfromotherAfricancountries

suchasAngola,Rwanda,BurundiandSomaliaTheyenabled

thebeneficiariestostudyatpublicandprivatetrainingcenters

andtechnicalschools・Thetrainingareasincludedbuildi､g，

mechaneoperating,sewing,accountingandcomputeroperat‐

ing．Ｉnterviewswereconductednationwideincooperationwith

localNGOstoselectprospectivebeneficiaries，Inaddition,an

Englishclasswasofferedtoatotaｌｏｆｌ６Orefugeeswhohad

difficultiesincommunicatinginEnglish・

RuralＤｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ

IncollaborationwithZingisa,alocalNGOinEastemCapeProv‐

ince,JVChelpedlocalcommunitiesinKinｇＷｉｌｌｉａｍｓＴｏｗｎｅｓ‐

tablishRegionalDevelopmentCommitteeswhichwouldpro‐

moteparticipatorycommunitydevelopmentinthearea、ＪＶＣ

JVCwillcontinuetosupportBuyaniPrimarySchoolthrough

provisionofstudymaterialsandscholarshipsforteachers・JVC

willalsoassisttheschoolinrehabilitatinRitsfacilities．
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ＪＶＣｈａｓｂｅｅｎｗｏ｢kinginBe｢ehetWe｢eda,whichisinNorthShewa

ZoneRegion3・Thiscentraleastempa｢tofthecount｢ｙｉｓｉｎｒｕｇ‐

gedmountalnsandtheincreaselnpopulationhasledtoexcess

defo｢estationandexcesslvecultivationonmountainslopesThis

hasledtoserlousrepercusslonssuchassoilbeingcontmually

washedaway,deterio｢atingagricultu｢alproductionbeingsluggish，

andasho｢tageofg｢ass,fi｢ewoodandbuildingmaterialsaswellas

natu｢alsprlngsdl-yingup

lnorde｢tomakepeopleindependentandcontinuelmprovingtheir

lMngconditions,resto｢ationoftheenvlronmentispivotaltosuch

thingsaslmprovlngnutritionalconditionsand｢aisingcashincome

Reflectingonemergency｢eliefirlthepast,whichhasmadepeople

dependentonaid,itisnowlmportanttosupportvillagerstobegin

helpingthemselves．

l9gBwillbethe3｢dyearofJVOsactMtiesinBerehet､Aswe

makeanotherth｢ee-yea｢ｍｅdium-rangeplanswithpeopleinBe｢ehet，

Ｗｅａ｢econsideringwhatwecanachieveiｎＢｅ｢ｅｈｅｔａｎｄｈｏｗｔｈｉｓ

ｃａｎｂ｢ing｢estorationtothewholeofEthiopia

Activities,Fiscallgg7

Agroforestry

lnl997weassessedthestartofourhrstactivitiesofplanting廿ees、

２９farminghouseholdsdividedinto3groups,andprimaryschool

chjldren,preparedlhenurseliesofseedlings・About4POO杜eesofll

varietieswereplanted､血June,20farmersvisitedavmagewhich

waspracticingagro-fbrestry,Thisstimulatedthedesireinthemto

dothesameactjvitiesthemselves・FromAugusttoSeptemberfaml‐

ersandprimaryschoolchildrenworkedplantingtrees・Attheendof

Octoberwecarriedoutmid-termevaluationandwereorga､izedthe

groupsoff8rmersthatwereparticipatingFromJanuarywebegan

makingcompostPuttingsoilintopotsandsowingseedsThepeople

participatingincreasedto6groupsof93householdsand2primary

schoolswith867children．

WaterSourcelmprovement

血Julyl997wesubmittedaprojectproposaltoNorthShewaZonal

Administrationbuttherehadbeenpersonnelchanges,sonegotia‐

tionswereroughgoingandwecouldnItcommenceactivitiesatthat

time・Wesubmittedadraftamendment,asinstructedbylocalof5-

cialsandthenegotiationscontinued

Livelihoodlmprovement

WeplantedahedgeroundtheJVCo伍cesiteinBerehetandgrew

vegetablesasademons杜ationfann,Wealsomadeamodelofatank

fbrcatchingrainwaterhomthetinrocfoftheo伍ceWesupported

agro-fbres廿yparticipantswithvegetableseedsandguidedthemin

planting．

womenputtingsoilintopotsandsow1ngseeds

;罵蕊讃1群鐸:鋸蝉鉾蝉

PlansforFiscallg98

Agro-forestry

Wewanttoincrもasetheoutputoftreesbyplantingadiverserange

ofvaneties､Atthesametimewewillgiveguidanceontechniquesof

seedlingculture，Weareplanningtohold2studytours．

WaterSourcelmprovement

JVCwantstogettheapprovaloftheadministrationassoonaspos

siblesowecanproceedwithactivities･Wewmraiseawarenessof

thoseparticipatjnginthegroups,bygettingthemtoco-operatewith

constructionworkandbearingpartoftheexpenses・Ｗｅｗｍｏｒｇａ‐

nize廿aining,ｄｉｇ６ｗｅ１ｓａｎｄｓｅｔｕｐｈａｎｄｐｕmps．

LivelihoodImprovement

JVCisplamingtoimprovethedemons杜ationfamlbybuildinghedges

topreventtopsoilbeingwashedaway,andbygrowmgvegetables

usingcomposth･omkitchenrefUse,sothatfarmerscanimprove

skmsatgrowingvegetables､Weplantoimprovethetechniquesfbr

usingtankstoco1ectrainwaterandthenwillinstalloneatBerehet

primaryschool．

TrialandErrorl998/9-10(No.183）２６
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HumanResourcesDevelopment

TheChjldrenIsHomehasbeenrenovatedanｄｎｏｗｉｎｃｌｕｄｅｓａｎａｄ

Ⅵcecenterfbrbothchildrenandparentslivinginthearea,whichwill

beruninconjunctionwithanAdviceCenterinthecity・Weare

makingeffbrtstoacquireabudget世omthecityandcamylngout

fUndraisingactivitiestowardtheHome1sselfreliancebytheyear
2000､Wewmcontjnuetogive杜aininginhealthcareandagricultural

techniquesinTienRan､Wewanttotrainpeopleinthevmageswho

canthenplayausefUlrolebybfainingothersintheircommunities・

Wewillofferscholarshipstochildreninthevmages,setupmodelsof

duckintegratedfam1ingmethodsandsupportaschoolfbrthedeaf
andblind

RuralDevelopment

JVCwillstartRuralDevelopmentactivitiesin3groupsofEshing

villages,whicharelocatedinabayatthetipofapeninsulamrecent

yearstheamountofshrimpandfshhasshalplydeclinedinthisbay，

asaresult,wehaveintroducedpigraisingasameansofdiversifying

thesourceofincome,ａｓｗｅⅡasfbrpreventionoftheexhaustionof
naturalresources，

WewillcontinuetosupporttheindigenouspeopleofPacoTaoi,who

liveinseveralvⅢagesintheALuoiDismctinthemountains,Wefeel

itissmlnecessarytoglveassistanceinruraldevelopmentandto

lmprovetheirlivingconditions，

EnvironmentalProtection

Wewillcontjnuetosupportcontourfarmjngandcarryoutthegroup
activitiesonmicrOcreditinwhichwewmintroducewhatweleamed

hfomthemptothenorthempartofthecoun杜ylastyear、

Survey･RegionalDevelopment

JVCwillworktogetherwithOxfamonplantingmangrovetrees，

constructingschoolsandsettingupprojectsfOrthehealthandweL

fareofmotherandchild・Besidestheseactivities,JVCwillcarryout

researchintothepossibilityofstartingprojectsinthesouthempart
ofVietnam

EverlVietnam,whichhasbeentea｢ingalongthe｢oadofmodemiza‐
tionandindust｢ializationatbreakneckspeed,felttheeffectsof
theAsianeconomlccrisisanditappea｢ｓｔｈａｔｔｈｅｅｃｏｎｏｍｙｈａｓ
ｓｌｏｗｅｄｄｏｗｎ・TheeconomlcgapbetweenthoselMnginurbanand
ruralareas,especiallydist｢ictswithmino｢itygroups,issteadilyin‐
c｢easingandbecomlngaproblem．

|nJanua｢ｙｌ９９７,ＪＶＣopenedanofficeinHanolagalnandsince
thenithasestablishedrelationswithvariousgovernmentorganl‐
zationsandNGOs,toco-ope｢ateincollectinginformationandex‐
pandingthei｢network、

Bytheendofl9gawewanttohavedrawnupalong-termst｢at-
egyandsearchfo｢ｐ｢ojectswecanstartinthemountainousareas

inthenorthempartofthecountryandtheMekongDeltainthe
south．

蕊 i蕊蕊蕊謹蕊謹
credittomthecenterandaremanagmgtosupportthemselves、

CommunityDevelopment-BenTre

ThecommunitydevelopmentprOjectinBenTreprovlncestartedin
l994,wascompletedattheendcfl997・WesupportedtheconsbFuc‐
tionofprimaryschoolswithclassroomswhichofferedvariousshort

temlcourses,requestedbylocalresidents,suchashealthfbrmother

andchild,environmentaleducationandtraditionalmedicine､The

responsibilityfbrthesecourseswashandedovertothelocalgovem‐
ment・

SurveyandCommunityDevelopment‐TraVinh

FromJanuaryl998wesentavolunteertoacommunitydevelop‐
mentprojectheldbyintemationalNＧＯＯ社aminTraVinhProv‐

ince,whichisoneofthepoorestdistrictintheMekongDeltaMain

activitieswereplantingmangrovetrees,consbFuctingschools,train‐

ingforprimaryschoolteachers,improvingtheeducationalenviron‐

mentavailabletothosechjldrenhompoorhomesandbfyingtoraise

people1sincome,Threeprimaryschoolshavealreadybeenconsbfucted
underJVClsleadershipandotherprojectsarebeingimplemented

PlansfbrFisca11ggB

Activities,Fiscall997

HumanResourcesDevelopment-HaiPhong

lAttheChildrenisHomewhereweofferaplacetolivefbrthose
children辻ompoorbackgrounds,theliteraryprogramsandcultural
activitiesprogressedsmoothly、

血thevillagecfTienLangwecouaboratedwithsuchgroupsasthe

People１sCommissanatandWomen'sUnionalldheldtrajninginhealth
care,正Ｍ⑪tegratedPestManagement),agriculturalskillsandstock

breedingandconstructedclinics，

RuralDevelopment‐Hue

Sincel993wehaveestablished9VmageDevelopmentCommittees，

intheWhiteSandyareaandmountainousareaJVCprovidestrain‐

ingonagriculturalimprovement,themanagementofthevillagesI
]ivestockbanks,grassrootsvetelinarysurvicesandbasicaspectsof

committeemanagementinresponsetoademandbyvmagers・We

havealsogivenevaluationonprogressthathasbeenmade･

TopreparefbrJVCiswithdrawal,weheldastudytourfbrcommit
teememberstoseehowvillagecommitteesweremanagmgontheir

own,anditcarriedoutanexchangeofideaswithfarmersinthe

northJVCalsodidanappraisalofitsactivities･Asaresultofthese

twoappraisals,itwasdecidedthatsincelivingconditionsandagricul‐

turehadimproved,JVChadattainedthegoalitsetanditEnished

workingin4vmagesintheWhiteSandyareaand2villagesinthe
mountains・

Webuilt6classroomsfbramiddleschoolinALuoidistrictinthe

mountains

EnvironmentaIProtection-Hue

JVCworkedtogetherwiththeScandanavianNGO,ＮＡＶ(Nordic

AssistancetoViemam),inlhemountainousareafbcusingonatotalof

２００householdsinlOviuages,andcontinuedgivinginstructionon

contourfarmingALuoiDistrictAgriculturalSedionandthemem-

bersofextentionworkersonagliculturesetupamanagementcom

mittee・WeaITangedfOrthemtomake2visitstoprOjectareasinthe

NOrthtoleamaboutthetheoliesandtechniquesofcontourfarming

andwaysitcouldbespreadinthecommunity・

VocationalTraining‐ＢｅｎＴｒｅ

Ａｔｔｈｅｅｎｄｏｆｌ９９７,weconcluded5yearsofrunningavocational

杜ainingprojectinBenTreprovince､Wehandedovertherunnjngof

thecourses,suchasmechanics,electronicsanddressmakingat5

vocationalcenterstothelocalgovernmentGraduatesaresucceed-
､inginEndingemploymentorareopeningtheirownbusinesswith



JVCcarliedoutasurveywithviⅡagerstohndoutaboutthestateof

agricultureintheirvillages､TheresLdtascertainedthatⅡslashand

burn1lagncultureledtocontinuingdefbrestationandthattherehad

beenasm洲FrharvestAfterthatwecarriedouttrainingonthe

principlesandtechniquesofnaturalfarmingtomakethesoilmore

fertileandabouttheworkingoftheecosystemParticipantsshowed

greatinterestandtherearealsofamlerswhohavebeguntoputinto

practicewhattheyleamt

PlansforFiscall99B

RuralDevelopment

ForestConservationandlntegratedAgriculture-KhammouaneＴｈｅＧｏｖｅｒｎｍｅｎｔｈａｓｅｖｅｎｔｒｉｅｄｔｏｐe｢suadevillagersthatgrowlng

rｉｃｅｉｎｄ『yseasonwouldprovideabetterhervestthanthei｢ｔ｢adi‐
tionalrainfedmethods,whicharemoref｢endlytotheenvlronment・

Thissymbolizesasignificanttumingpoint，ａｓｔｈｅｍａ｢ketorienta‐
ｔｉｏｎｏｆｍｏｄｅｍａｇｒｉｃｕｌｔｕｒｅＩｓｔｈ｢eateningtobringanendtothe

traditionsofvillagelife．

hJulyl997JVCsignedanewcon杜actwithKhammouoneProvince

tolaunchtheParticipatoryAgrofbrestryPromotionProjectltsob‐

jectiveistoenablevillagerstomanageandutilizesuchlocalre‐
sourcesasfOrests,waterandsoilinanintegratedmalmerwitha

viewtoimprovetheirqualityoflifeWeorganizedtwostudytoursto

ThailandtoletLaovi1agerslearnthebitterlessonsofcashcrops

monocultureandmeritsofintegratedagricultuｒｅ

Ｔｏｅｍｐｏｗｅｒｖｍａｇｅｗｏｍｅｎ,weconductedatrajningfOrwomen

villagevolunteers．

|nlggawea｢eaimingtop｢omoteagricultu｢almethodsthaten-

cou｢agesvillagerstoutilizetheresou｢cesthatarenearestathand
whileｍａｋｉｎｇthemostoftraditionaltechniquesandknowledge

leamedfromnatu｢ｅ

Activities,Fiscallgg7

RuralDevelopment-Vientiane

副
ｌ
‐
Ｉ
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JVCwillwritetextbooksandorganizeworkshopstoenablevillagers

toexperiencenaturalfarmingErsthandandexchangeideasonit‘

Studytourstootherprovlnceswillalsobeorganizedinorderto

promotetheuseofnaturalflrming・

Asaresultofsurveyandtraining,JVCandvillagersplantoutilize

communalareasofthevillagetomakeco-operativefarmswhichwm

bemodelfImlsfbrnaturalfarmingWehavetheideaofthevmagers

workingtogetheroncultivatingthecrops,andthenthecropsthat

areharvestedgoingtoavmagefUndthatactsasamutualinsurance

system．

ForestConservationandlntegratedAgriculture

Inl998weexpectvmagerstohaveadeeperunderstandingofor‐

ganic／integratedag]icljturethroughtrainingandstudytours・We

willalsoengageourselvesinlandforestallocationandlanddistribu‐

non,noton]ytohelpestablishacommunityfOrestbutalsotobewe1‐

infbrmedoflandandagriculturepolicieswhichaffectvillagerslife

dearly､Wehopetobeabletoin1uenceofEciJpoliciesforthebetter‐

mentofvillagers1life・

WewanttocompleteaGenderandDevelopmentHandbookthathas

beenunderproduction・Ｗｅｗｉｌｌｕｓｅｊｔｉｎｏｕｒ位ainingfOrgovemment

staffandvmagerssothatmenandwomenca、takeondevelopment

activitiesinamutuallybenehcialandrespectjngmanner．trainingonthenaturalfa｢ｍｌｎｇ



蕊
For199B,JVCCambodiahastheobjectiveofmakingthosepeople

participatinginｐ｢ojectsmoreeffectiveandself｢eiiantoForexample，

theVillageDevelopmentCommitteesshouldtrytoidentilyandthen

solvethei「ｏｗｎｐ｢oblemsth｢oughdiscussionAlsothemanage‐

mentcommitteeofthetechnicalschoolhasplansandismaking

businessendeavo｢stooperatetheschoolonaselfsupportingbasis・

The「ｏｌｅｏｆＪＶＣｗｉｌｌｂｅｍｏｒｅｏｎｅｏｆｇｉｖｉｎｇａssistancef｢omthe

sidelines､ＪＶＣｗｉｌｌａｌｓｏｃｏｍｍｅｎｃｅｗｏｒｋｔｏｍａｋｅtheTraine｢ｓＲｅ‐

sourceCenterachieveindependenceinthefutu｢e、

sｅｗｌｎｇａＩｎｃｏｍｅｇｅｎｅｒａｔｉｏｎＡｓａｒｅｓｕｌｔｏｆｔｈｅｇｅｎｅ｢alelectionthatwasheldinCambodiain

lg93undertheadministrationofUNTAC(UnitedNationsTran‐

sitionalAuthorityinCambodia),thecount｢y,thathadbeendevas-

tatedafteryｅａｒｓｏｆｗａ｢ａｎｄｔｈｅｎｉｇｈｔｍａｒｅｓｏｆｔｈｅＰｏｌＰｏｔｅ｢a，

finallybegantosettledownHoweve｢atthebeginningofJuly，

1ｇ９７ｔｈｅｒｅｗｅｒｅｃｌａｓｈｅｓｗｉｔｈｔｈｅｍｉlitaryinthecapitalcityof

PhnomPenhandthesituationhasreturnedａｇａｉｎｔｏｉｔｓｆｏｒｍｅ「

stateofcMlunrest.'､deedsomecountrieshavesuspendedaid

andeconomlcactMtyhasstagnatedwhichhasmadepeople1s

livesveI-ydifficult．

ＳｏｃｉａｌＷｅｌｆａｒｅＣｅｎｔｅｒＮｏ､４

１nl997weassistedwithfOodexpensesandmedicalsuppliesto
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JVCisaimingtomaketheTRCindependentsotostrengthen

theOrganization,itwillmakeanagreementandstartanexecu‐

tivecommittee､Trainingandworkshopshavebeenofferedat

nocharge,Ｂｕｔｎｏｗａｆｅｅｗｉｌｌｂｅｃｏｌｌｅｃｔｅｄｔｏｒａｉｓｅｔｈｅａｗａｒｅ‐

nessofparticipantsandatthesametimetocreateanindepen‐

dentsourceoffunds・Wewillalsoendeavortogetmorelitera‐

ture,documentsandteachingmaterialstranslatedintoKhmer．

ltwillstilltakesometimeuntiltheShihFmoukvilleschoolcan

becomeselffinanclngasithasbeenaffecteddeeplybytheslug‐

gisheconomy,andthetechnicallevelandsystemofmanage‐

mentisstillnotsatisfactory･Bothschoolsareofahighstan‐

dardineducationandtherelativedropintheemploｙｍｅｎｔｒａｔｅ

ｗａｓｎｏｔａｓｇｒｅａｔａｓｗａｓｆｅａred．

２９Trial＆Errorl998/９－１０(No.183）

RuraldevelopmentinKandalprovinceandelsewherelspro‐

gressingandwetriedtofocusondiverseactivitieswithina

vinagesuchaswell-digging,ricebanks,cowbanksandtheuse

ofjarsforgatheringrainwater・

ClassesonenvironmentaleducationbeganatTabrabelemen‐

taryschoolandtheeveningschoolscontinuedofferingliteracy

classes・WecontinuedtrainingoncompostmakingfOrsoilfer‐

tilizationandhomegardeningfornutritionimprovement･

TrainersResourceCenter(TRC)fUlfilsitsfUnctionasaresource

centerandholdstraining,workshopsandstudytoursfbrlead‐

ersonsustainableagriculture．

TrainersResourceCenter環ＴＲＣ

議議謎

鍵灘

Thepriorityobjectiveinl998istostrengthenvillagersgroups・

Therehavebeenseparategroupsworkingonwell-digging,ｒｉｃｅ

ｂａｎｋｓａｎｄｓｏｏｎｂｕｔｎｏｗｔｈｅｐｌａｎｉstobringthemtogetheras

theVillageDevelopmentCommitteeswherevillagerscantackle

problemsinorderofprioritythroughdiscusslontotrytofind

solutions･Wearealsoaimingtoincreasethecropyieldthrough

theuseoforganicmattersuchascompostandgreenmanure．

SustainableAgricultureandRuralDevelopment-SARD

ThePhnomPenhSchoolhasalmostattainedselfLsupportmg

status,sothisyearitwillreceivevlrtuallynofinancialinvest‐

ｍｅｎｔｆｒｏｍＪＶＣＯｎｔｈｅｏｔｈｅｒｈａｎｄｔｈｅｆａcilitiesatthe

ShihanoukvilleSchoolarenotyetsatisfactoryandthetechnical

levelisstilllow,sotheneedcontlnuesformechanicalequip‐

ment,teachingmaterialsandteachertraining．

ＳＡＲＤ

蕊識識議議議

supportincomegeneratingactivitiesandwecarriedoutstaff

trainingAttheendofMarchl998wediscontinuedthesupport

wehavebeengivingthecentersincel992・Priortofinishing，

weheldameetingtoevaluate6yearsofactivities・Theoriginal

purposewastoimprovethelivingconditionsoftheresidentsin

thecenteranditwasregardedashavingbeenimprovedln

additionthestaffatthecentergainedrecognitionfOrimprove‐

mentintheefficiencyoftheirservice．

Activities,Fiscallgg7

TechnicaISchool

ThePhnomPenhschoolhadbeenrunnlngsmoothlyasitmoves

towardsbecomingindependent・However,becauseofthearmed

connictinPhnomPenhduringearlyJulyl997,theyhaddoubts

ofbeingabletofinancethemselvessincethenumberofcars

comingintotheattachedcarrepairworkshophadplummeted

Neverthelessbusinesshasbeengraduallylookingupsinceen‐

teringl998・

Ｉｔｗａｓｇｏｏｄｎｅｗｓｔｈａｔｔｗｏｗｏｍｅｎｅｎｔｅｒedtheschoolforthe

firsttime．

ＰｌａｎsforFiscallg98

TechnicalSchool
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ｌｎｌ９９７ｔｈｅｎｕｍｂｅｒｏｆｕｎｅｍｐｌｏｙｅｄ｢osesha｢ｐｌｙｄｕｅｔｏｔｈｅｅｃｏ‐
ｎｏｍｌｃｃ｢isiswhichstartedwiththefalloftheBaht,Workersatthe

bottomendofthesocialscaleinBangkokwererobbedofthei｢jobs

andmanyofthemretumedtotheirvillages、

TheThaigovernmentislookingagainatthefunctionofsocialsta‐

bilityinthesecommunitiesandhasdecla｢editwillmakegreater

effo｢tstowardstheirdevelopment､However,itisstillfollowingthe

samecoursｅａｓｂｅｆｏｒｅｂｙｉｎｃ｢easIngcashcropproductionforex‐

po｢ttoacqui｢efo｢ｅｉｇｎｃｕ｢｢encyandforeconomicdevelopment､lt
lsnotreflectingonsuchprobleｍｓａｓｓｅ｢lousdamagetotheenvl-

｢onmentandthegapbetween｢ichandpoo｢､Thesecircumstances

areputtingiｎｃｒｅａｓｅｄｄｅｍａｎｄｓｏｎＪＶＣｔｏｃｈａｎｇｅｔｈｅｗａｙｉｔｉｓ

ｗｏ｢kinginThailand

lnl998wewillcontinueworkingontwoactivities;supportof

people1sassociationsandNongjokNatu｢alFarmingCenter､Ｗｅａｌｓｏ
ｗｉllstartanewactMtyofferingtheopportunityforJapanesepeople

whodesi｢etoco-ope｢atewithoverseasactMties,toparticipatein

studyprogramson｢uraldevelopmentheldatNGO'sinThailand．

Activities,Fiscallgg7

SupportforPeopleIsOrganizations

AsnoJVCstaffhavebeenpermanendystationeddirectlyinthe

locationoftheseprojectssincel996，weplannedanewpolicyto

grasphowthepeopleisassociationsarebeingrunandtogiveproper
guidanceaccordinglyinl997・Weconcematedonthepeople1sassG
ciationsinChaiyapum,PhitsanulokandKrongToey,toseewhat

extenttheywererunningindependently､Wevisitedthereregulany

andheldmeetingswithpeopleasafOuowup、

SurveyfbrGraspingtheSpreadofNaturalFarming

LnordertomakethespreadofnaturalfmmingmorebeneEcial,we

camedoutsurveysinChaiyapumandPhitsanulokwhereJVCimple‐

mentedanaturalf8rmingexpansionprOject,Theresultofthesur‐

veycon且rmedlhatinorderfbrnaturalfarmingtobecomestabilized，

propertechniquesandpioneelingthelocalmarketareneededAdded

tothisistheimportancefbrfaｒｍｅｒｓｔｏｑｕｅｓｔｉｏｎｔｈｅｉｒｏｗｎｗａｙｏｆ

living,inotherwordstheymusthavefaithintheirownrelationship

withnatureandtheirabilitytobecomeselfsu匝cient

EstablishmentofNongjokNaturaIFarmingCenter

mFebruaryl998,JVCsetupanaturalfarmingcenterinNongjok

whereisthefarmjngcommumtyareaontheoutskirtsofBangkok，

inco-operationwithThaiNGOs､JVCwillteachtechniquesonnatu‐

ralfをlrming,preservationoftheenvironmentmaintainingdiversity

andimprovingproductivityandsafety・

ＰｌａｎｓｆｏｒＦｉｓｃａｌｌ９ｇＢ

SuppoI-tforPeopleIsOrganizations

WewiunotinvestfUndsdirectlyinthefarmersassociationsbut

aboutonceamonthwewillgoroundandvisittheminordertogive

themtheopportunityofdiscussionandtrytosolvetheirownprob‐

lemsandruntheorganizationbythemselves･Regardingthislong

termprojectwewillseekco-operaljionofotherNGOsinthelocality、

Wewouldliketoseethemanagementcommitteeofthelibraryin

KrongToeySlumworkingmoreactivelyinthecommunlty・

NongjokNatura1FarmingCenter

hl997westartedco-operatingwithotherNGOsinThajland,Thaihof

GreenNetandBanrakonnaturalfarmingcenters､Thereare3pur‐

poses;l)tobuildmodelfarmspracticingnaturalfarmingandoffer

smallscaletrainjngtostaffofotherNGOsandfarmers,2)toestablish

aneconomicallyviablenaturalflrmbyseⅢngnaturalandorganic

produce,3)tooffer杜ainingfbrbuildingawarenessfbrthosepeople

livingincitieswhohaveshownaninterestinnaturalfarming

WemainlygivetrainingonfUndamentalaspects,famldesignand

soilfertilizationfbrthisyear・

TrainingforJapaneseatNGOinThai1and

ThereisanurgentneedfOrNGOstoEndpeoplewhocanbe杜ained

thensoonputintoactionworkingbothinJapanandoverseas､This

studyprojectisfbrthosepeoplewhohaveinterestindevelopment

andnaturalenvironmentprotectioninthetropicalcounmes,andin

fUturethinktheywouldljketobecomeinvolvedeitheroverseasorin

JapanJVCwillofferthemlheopportunityofstudyingataNGOin

ThailandFromSeptemberl998wewillacceptthefrstsetofappⅡ‐

cants､ThenumberofpeoplewhocanbeacceptedwillbeaboutEve

peryear．

Trial＆Errorl998/９－１０(No.183）３０
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ＨＩＲＯＳＨｌＴＡＭＹＡＭＡ－ｔｈｅｓｅｃ尼tan/gene伯ｌ
ＯｕｒｐＩａｎｓゎrfiscallgg8arefocusedon4differentareas
ofactMtyfortheprojectsand3organizationa,areastosupportthosepmjects・

Ｔｈｅ４ａｒｅａｓｏｆａｃｔＭｔｙａｒｅ:therealizationofa,community
cyclesociety1,humanresourGesdevelopmenttomakecom-
munitiesselfreliant，１WatGh＆Action1inareasofinterna-
tionalconflictandactMtiさsWithjnJapan､

Ｗｅｃａｎｅｘｐ｢esstheideaoftakinglocalresourcesandmak-
lnguseofthemcombinedwitht伯ditionalwisdomtomake
thephase℃ommuni趣CyClesoe晦蹴勅emo｢eglobalization
inc｢eases,ｔｈｅｍｏｒｅｔｈｅｎecessityinCreasesforpeopleto
t『ytoco-operateWithoneafibthierinthe#Ｄｗｎｅｎｖ,ronments
andcultu｢es・耐isisbecausethegIobalizationofthe
economyreaQhestCIthe鮎rthestcome【ｓＯｆｔｈｅｗｏｒｌｄ‐this
leadstoluc厩iveicompetitiCnbeingpIもvalentandresultsin
damagetQthee噸hOnmenta同dagre獣e鱈apbetweenthe
｢ichandpoO“ylGsuppQrtspeOPlet噸ngtobeGomeself‐
reliantWifhintheregiQnaIiGharacteFisticsoftheirenviron‐

mentandcUltu『eahidatthesametimeItispou｢ingenergy
intocreatingngtW誠SintheSedistri(jftsYTbpUtitcDncretely，

JVedesirestowO『kｉｎ噸esideMnessupportingtheSIgWead
ofsustainabIe鍵ricultunSI鯖anapprOPriatewayforeaCh
areainalmosfaIlCount｢ｉｅｓｗｒｉｅｒｅＷＣｗＯｆｋｓａｎｄａｔｔｒｉｅ

ｓａｍｅｔimebuildingupandStfengtheningcommunityself-

reliantco-operatingo｢ganiZ錐廊Ｓ

ＴｈｅｓｅｃｏｎｄａｓｐｅｃｔｔｏｏＵＩＷＯｒｋｉｓｔｏｃonsciouslyprovide

t｢ainingpeoplewhowillbehelpfUlinmakingthei｢communl‐
tiesself_｢eliant・Vocati節副traininginsouthAfricaandCam‐

bodiaandtheChildrenisHomginMie油ａｍａ｢epartofthis

wo｢k

Thethi｢daspeCtiSWatChandACti”1雲pUrrapidlytrans‐
formingintematiOnaIsoGietycaUsesdiSCrePanciesinwhich
grass_｢ootpe銅esUffermdStByObsewingthesedisc｢ep-
ancyf｢omtheⅥ9W酌胴tOfPeoPleWhlOsuffermtjSt,wethen
disseminatetheinfOrmatiOniriiJlapanflexiblycam/ingout
theneQessaWaCtbnOurprOjeCtSinP副鱗箇r泊ａｎｄＮｏｒｔｈ
Ｋｏ｢ｅａａ鱈alQngthsselInes…

FinallyinLjapanouraCtMtiesinclUdegrasPingWhatissues
We,indapan’ｈａｖｅiｎQQmmGnWithdeveIopingcountries
andwhatlessonswecanleam,Theninformpeopleabout
thesecomｍｏｎｆｅａｔｕｒｅｓｗｅｓｈａｒｅｓｏｗｅｃａｎｕｎｉｔｅｔｈｅｃｏｍ－
ｍｕｎｉｔｙｉｎＪａｐａｎｔｏｔｈｅｏｎｅ耐oyerseais.|ｎｏ｢dertodothis
weanalyzeandsendin域mationandca｢｢youtnetworking・
Wea｢eplanningtoeX醗鯛theco砿entsofourmagazinefor
thispurpose

OntheorganizationalsidewewanttoW｡｢ｋｏｎｔｈｅｉｍｐ｢ove‐
mentofsocialcr誠bMlity;financiaISt目biliZationandhuman
｢esou｢cesdevei釦ｍｅｎｔ丁bacquirea蔀eatersocialcred‐
ibility,thisyearweWHIObtamNPOgtatUsasajuridicalpe｢‐
ｓｏnandweWiIimakeouraGcountingmo肥虹ansparent・

AcquiringthenewStatuswillmakeowfinancesmo｢ｅｓｅ‐
ｃｕｒｅａｎｄｔｈＩＳＷⅢIeadtotheeｩ〈pansIon1noursuppp｢ters.|n
thefalIwea｢gplaniningacampaignConcentratiｎｇｏｎＡｆ｢ica
asthethemeOfJVCcalendarlgg9Ｗｅｗ洲respQndtothe
needfOfhumanresourcesdevelGPme賊ｔｈ｢oughourThai
NGOintemShiipiandintemaIfundfOrStafftraining




